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　四・阿片煙二關シ草案ガ新二帝國刑法ヲ適用セントスルモノ
ヘ其ノ
　第二百十一條　阿片煙叉ハ阿片煙土ヲ輸入、輸出、製造若ハ
　　販貰シ又ハ販責ノ目的ヲ以テ之ヲ所持シタル者ハ六月以上
　　七年以下ノ懲治二庭ス
　第二百十二條　阿片煙ヲ吸食メル器具ヲ輸入、輸出、製造若
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　ハ販責ノ目的ヲ以テ之ヲ所持シタル者ハ五年以下ノ懲治二
　庭ス。
第二百十三條　税關官吏阿片煙土、又ハ阿片煙吸食ノ器具ヲ
　輸入シ叉ハ其ノ輸入ヲ許シタルトキハー年以上十年以下ノ
　懲治晶庭ス。
ノ三ケ條ノ罪デアルガ、帝國外二於テ之ヲ犯シタル者二、何
人ヲ問ノ・ズ帥チ犯人モ相手方モ帝國臣民二非ザノレ場合二於テモ
之二帝國刑法ヲ適用スルコト・スレ・へ支那二於テ支那人又ハ
其ノ他ノ外國人二販責スル爲メ、阿片煙叉ハ阿片煙土若クハ吸
食器具ヲ所持シタ支那入及ゼ其ノ他ノ外國人二、帝國刑法ヲ適
用セザル可ラズ、然レドモ、斯ル罪ハ帝國叉ハ帝國人二如何ナ
ノレ害ヲ與フノγカ、全ク痛痒ヲ威ゼザル事實二非ザルカ、不條理
ナ提案デアル。
九、風俗ヲ害スル罪ノ中、草案ハ其ノ
第二百五十一條　狼褻ノ文書、圖書其ノ他ノ物ヲ頒布又ハ販
　責シ、業トシテ賃貸シ叉ハ公然之ヲ陳列シタル者ハー年以
　下ノ懲治又ハ千圓以下ノ罰金二庭ス
　前項ノ物ヲ取得シ得ベキ方法ヲ廣告シ又ハ狼褻行爲二供ス
　ベキモノヲ公然陳列シタル者亦前項二同ジ
第二百五十二條　頒布、販責、賃貸又ハ公然陳列ノ目的ヲ以
　テ前條第一項ノ物ヲ製造、所持、輸入叉ハ輸出シタノン者ハ
　ー年以下ノ懲治又ハ千圓以下ノ罰金二庭ス
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　ノニケ條ノ罪ヲ外國二於テ犯シタル外國人二封シテモ、帝國
刑法ヲ適用セントスノレノデアルカラ、前段所載阿片煙二關スノシ
ト同様ノ不條理ヲ含ムノデアノγ、巴里在住ノ佛蘭西人ガ、族人二
販責スノレ目的ヲ以テ、狼褻ノ爲眞ヲ所持シタトキ、Ho七elde
：France／garconガ、業トシテ内々御客二狼：褻ノ書ヲ賃貸シタ
トキハ、何レモ日本帝國ノ刑法ノ適用ヲ受ケルノデアル。
前蓮四ノ阿片煙二關スル第二百十一條乃至第二百十三條ノ三
ケ條及ゼ九ノ狸褻品二關スル第二百五十二條ニハ均シク、輸入
及ゼ輸出ノ行爲ヲ掲グ、其ノ所謂輸入及ビ輸出ハ各該本條ノ意
味二於テハ、帝國ノ領域ヲ出入スルヲ指シテ言ヘド、第二條帝
國外二於テ云云ノ意昧二於テハ、外國ノ霞域ヲ出入スルヲ指シ
テ言フモノナルガ故昌、支那二阿片ヲ輸入シタル英國人、濁逸
へ狼褻ノ爲翼ヲ輸出シタル佛蘭西人ハ、何レモ日本ノ刑法ノ適
用ヲモ受ケネバナラヌ、飴リニ突飛ナ提案ト評スベキカ。
十、略取艮ゼ誘拐ノ罪二關スル草案第二百九十一條乃至第二
百九十九條ハ、現行法第二百二十四條乃至第二百二十九條ト、
大膿二於テ差異ハ無イガ、草案ハ其全部ヲ第二條第十號二掲ゲ
タ結果・刑法適用ノ範園ガ過當二擁張セラレタコトハ・阿片煙
及ビ狼褻品二關スルト同檬ノ不條理ヲ含ンデ居ル、現行法第三
條第十一ハ帝國外二於テ此種ノ罪ヲ犯シタ者ノ、加害方面力被
害方面力、何ンカー・方二帝國臣民アル場合二限定スノレヲ以テ、
属入主義ト保護主義トノ慮用デアルガ、草案ノ如ク此制限ヲ轍
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同シ、巴里デ英國ノ娘ヲ誘拐シタ米國人ヲモ、帝國刑法ヲ以テ
罰セントスルハ、如何ナノレ必要二出デタ提案ナルカ・・解セラレ
ヌ◎
　　其四　第一章法例中、地二因ノ噸力II
II　第三條、第四條、現行法第三條第一項ハ、本法ハ帝國外
晶於テ左二記載シタル罪ヲ犯シタル帝國臣民二之ヲ適用ス、ト
日ヒ第一號乃至第十六號ヲ以テ十六種ノ罪ヲ列記シ、同第二項
二於テ、帝國外二於テ帝國臣民二封シ前項ノ罪ヲ犯シタル外國
人二付キ亦同ジ・ト日ヘノ玖其ノ第一項ガ草案ノ第三條、第二
項ガ草案ノ第四條二相當スレド、現行法ハ罪種ヲ明示列記セル
ニ反シ草案ハ
第三條　本法ハ帝國外二於テ長期五年ノ懲治叉ハ禁鋼以上ノ
　刑二該ル罪及其ノ未途犯ヲ犯シタル帝國臣民二之ヲ適用ス
　（未途罪ヲぢ巳シタノレ1ト頚彦正シタシ）
第四條本法ハ帝國外二於テ帝國臣民二封シ前條二記載シタ
　ル罪ヲ犯シタル外國人二之ヲ適用ス但シ犯罪地ノ法令二依
　り塵罰スベカラサル行爲二付テハ此ノ限二在ラズ（罪ト爲
　ラザノレ行爲ト修正シタシ）
ト日ヒ輩二罪ノ重サ帥チ法定刑期ノ長サ五年以上ヲ以テ、概
括的ノ標準トセントシテ居ル、因テ爾者ノ相違ノ重ナノレモノヲ
比較スル㍉現行法二依レバ其ノ適用アリテ草案二依レバ無キ
モノ、草案
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（1）第二百三十二條第二項　印章署名ヲ使用セザル私文書ノ傭
　造憂造、一年以下ノ懲治叉ハ三百圓以下ノ罰金。
（2）第二百三十五條　診断書、槍案書、死亡謹書ノ無形爲造、三
　年以下ノ禁鋼若ハ業務上ノ資格停止叉ハ千圓以下ノ罰金。
（3）第二百三十六條　前二種ノ爲造攣造文書ノ行使、同刑。
（4）第二百四十一條　私印私署傭造、三年以下ノ懲治。
（5）第二百四十九條　重婚、二年以下ノ懲治。
（6）第三百十五條　誹駿　三年以下ノ懲治若ハ禁鋼叉ハ千圓以
　下ノ罰金
等デアノレガ、其ノ犯人又ハ相手方ガ帝國臣民デアル揚合ハ、
帝國刑法ノ適用スル必要アリト思ハル。
勿ホ長期五年ノ懲治又ハ禁鋼以上ノ刑二該ラザルニ因リ、在
外帝國臣民所犯ノ罪ニシテ帝國刑法ノ敷力ノ及バザルモノ・
中、（現行法モ同様）
（1〉第百四十七條外國ノ國旗國章損壊、除去、汚臓ノ罪。
（2）第百五十條　公務員職権濫用張制罪。
（3〉第百五十七條　封印破致罪。
（4）第二百七條　飲料水毒化罪。
（5）第二百二十三條　通貨類似品製造販賞罪。
（6）第二百四十三條乃至第二百四十五條　禮拝所及ピ墳墓二關
　スル罪。
（7）第二百四十八條　姦通罪。
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（8〉第二百五十四條第二項　常習賭博罪。
（9）第三百二十三條　業務上所知秘密漏泄罪。
（10）第三百五十七條　公用文書鷹匿罪。
ノ全部叉ハ其ノ幾分ハ、之レニ帝國刑法ノ敷力ヲ及ボスモノ
トスルヲ可トセザルガ、更二愼重ナル考慮ヲ脛ナケレバナラヌ。
　　其五　第一章法例中　地咽ノ噸力皿
III國ノ内外二跨ル罪、一罪ノ行爲ト結果トノ全部カー部ガ、
内外二國以上二跨ルトキハ、其ノ何レヲ以テ犯地ト爲シ、其ノ
適用スベキ法律ヲ定ムベキカ、此ノ問題二關シ、刑法二專條ヲ
掲ゲタノハ
：Mexic・（1871年12月7日；1884修正）
第百八十五條　外國二在リテ犯シタル罪ヲ共和國内二織績シ
　タル者ハ本國人タルト外國人タルトヲ分タズ均シク共和國
　ノ法律二依リテ之ヲ庭蜥ス
Suisse＝・Sc五weiz（1896年3月草案）
第六條罪ハ行爲者ガ行爲ヲ爲シタル地及ピ罪ノ結果ノ登生
　シタル地又ハ登生ス可カリシ地二於テ犯サレタルモノトス
Norweg（1905年1月1日）
第十二條第二項　或ノレ庭罰権ガ惹起叉ハ豫期セラレタル結果
　二因ソテ成立シ若クハ之ト關聯スルトキハ惹起叉ハ豫期セ
　ラレタル結果ノ地モ亦之ヲ認メテ行爲ノ地ト爲ス
New－york（19（19年3月12日）
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第十六條　重罪二庭スベキ者一本國内二於テ塵罰スベキ場
　合左ノ如シ
　ー　本國内二於テ重罪ノ全部叉ハー部ヲ犯シタルモノ
　五　本國外二在リテ故意二犯罪行爲ヲ實施シ其ノ自然又ハ
　　普通ノ経過上本國内二在リテ本國ノ法律ヲ侵犯スルノ行
　　爲叉ハ結果ヲ生スルヲ致ス者
中華民國（廻12年3月1日）
第七條　犯罪ノ行爲或ハ其ノ結果ノーガ中華民國ノ領域或ハ
　船艦内二在ルモノハ中華民國内二在ル犯罪ヲ以テ論ズ
滲考　濁逸（1927）草案
第八條　事件ハ可罰行爲ノ構成要件ノ全部叉ハー部ガ現出セ
　ラレタル各場所二於テ叉未途ノ場合二於テ2・行爲者ノ犯意
　二照シ現出セシメラルベカリシ各場所二於テ實施セラレタ
　ノレモノトス
等デアル、其ノ專條ヲ設ケナイ國ニテハ、解繹上、行爲地即
チ犯地ナリトノ読、結果地郎チ犯地ナリトノ説、行爲地結果地
均シク犯地ナリトノ読アリ、從ツテ新二刑法ヲ編纂セントスル
ニ方ツテハ、此ノ三説ノ中何レヲ以テ正當ト爲スベキカ・其ノ
正営ト認ムノレ意見二基ク規定ヲ明掲スベキカ否力・ノニ織ヲ考
慮セネバナラヌ、余ハ第三ノ見解ヲ採リ・且ツ之ヲ法文二明掲
メルヲ可トスト信ズルモノデアル。
　　其六　第一章送倒中　時二因ル敷力
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犯罪ノ行爲時ト裁判時ト、並二其ノ中問時ト異ツタ刑法ガ行
ハレタトキハ、何レノ刑法ヲ適用庭噺スヘキカ、1從行爲時法
庭断主義、2從裁判時法庭断主義、3從最輕法庭断主義ノ三立
法例ガアル。
（1）從行爲時法塵噺主義
B・1ivia（1834年11月6日及ピ1835年1月6日）
第二十七條　如何ナノレ罪ニテモ違謹ニテモ其ノ犯行ヨリ少ク
　トモ八日前二頒行セラレタル其法律ノ示ス所ヨリ別ノ刑ハ
　決シテ科セラレザルベシ
第六百九十一條　此ノ法典ハ有利ニハ其ノ公布ノ日（一八三
　四年一一月六印ヨリ而シテ不利ニハ其ノニ月ノ後（一八
　三五年一月六日）ヨリ支配ス可シ
第六百九十三條、犯人ニシテ此ノ法典ノ公布前二犯シタル罪
　二因り其審級又ハ上訴二於テ裁判セラルノレコトヲ要スル者
　ハ其ノ以前二設定セラレタル刑ガ較輕キモノニ係ラバ（之
　ヲ）以テ罰セラル可シ但シ較重キモノニ係ル揚合二在リテ
　ハ該當スル事件二此ノ法典ノ設定スル所ノモノヲ科スルコ
　トヲ請求スルコトヲ得可シ
第六百九十四條　凡ソ作爲叉ハ不作爲ニシテ前法典二依ラバ
　有罪二係り現（法典）二於テノ・爾ク思惟セラレザルモノハ何
　等ノ刑ニモ服セシメラレザル可シ、本條ハ此ノ法典ノ頒布
　雨執行力有ル判決二依リテ罰セラレ且既判事項ノ権威二移
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　サレタル罪又ハ違註ヲ包括セズ
Tuquie（1858年7月25日11911年大修正）
第十五條　重罪輕罪違警罪ハ官憲二於テ之ヲ登見シタル日又
　ハ告訴ヲ受ケタル日敷力ヲ有スル法律二依リテ之ヲ罰ス此
　日期以後二制定セラレタル法律ヲ適用スルコトヲ得ズ
（犯罪ノ時及ゼ裁判ノ時ヲ取ラズ、登見叉ハ告訴ノ時ヲ取テ適
用スベキ法律ヲ定メル標準トシテアルカラ、一種中間ノ法制ニ
ハ相違ナイガ、勿ホ從行爲時法塵断主義二傾イテ居ルヤニ解セ
ラル）
Mexico（1871年12月7日31884年修正）
第一條第一號　犯罪ノ時ト其ノ判決確定ノ時トノ問二於テー
　以上ノ法律公布セラレ其中二犯罪ノ時ノ法律ノ科シタノレ飛
　ヲ減輕又ハ換減シタルモノ（法律）有ノレトキハ被告ノ請求二
　因リ新法ヲ適用ス（第二號第三號同一趣旨ノ適用〉
（即チMexico刑法ハ、被告ノ講求二因り、輕キ新法ヲ適用ス
ノシコトヲ准シ、其ノ請求ガ無ケレバ之ヲ適用セズト定メテアル
カラ、一種條件附ノ從行爲時法庭断主義テアノレ）。（Bolivia刑法
第六百九十三條比較）
S＆1vad・r（188工年2月18日）
第五百五十二條　犯人ニシプ此ノ法典頒行ノ時二執行力有ノソ
　判決二因リ庭刑セラレッ・アリ而シテ憲法第二十四條ノ付
　與スル恩典ヲ享有スルコトヲ希望スル：者ノ・（其ノ）科セラレ
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　タル刑ヲ此ノ法典ノ新罪二示ス刑二依リテ攣換スルコト、
　叉ハ此（ノ法典）ジ何等ノ刑ヲ示サ・・ルトキハ之ヲ菟除スル
　コトヲ請願スル文書ヲ管轄第一審ノ裁判官二表示スベシ
　（第二項第三項略）
第五百五十三條　（滲考）
New－Yor：k　（1909年3月12日）
第一條　本法施行ノ艮ヨリ起り本法叉！・本法ノ壌止セザル州
　令二於テ其ノ禁令叉ハ勒令有ルモノヲ除ク外其ノ他如何ナ
　ル作爲叉・・不作爲ト難毛之ヲ罪ト看徹シ叉ハ之ヲ罰ス〈ミキ
　モノト看徴スコトヲ得ズ其ノ日（刑法施行ノ日）二先ダチ開
　始シタル作爲又ハ不作爲ハ本法其ノ施行力ヲ登生セザルト
　同一ノ方法二依り之ガ捜索、起訴及ピ庭罰ヲ爲スコトヲ得
（右條文最終ノ得ト云ヘル眞意精不明ナレド、刑其ノ他ノ輕重
ヲ以テ必ズシモ法定ノ要件ト爲サズ、総テ行爲時ノ法令二擦テ
露断スルコトヲ准ジタルー例ト看徴スコトヲ得ルヤウデアノジ）
　（2）從裁判時法庭噺主義
英吉利
　英吉利法二二大原則アリ、日ク、法律ハ既往二遡ラズ但シ
概往二遡ルノ明文有ルモノハ此ノ限二在ラズ、日ク、習慣法
　ト成文法ト互二相犠鰯スノレモノハ成文法二依ル、成文法ノ中
二於テ新書相同ジカラザノレモノアノレトキハ奮法ヲ捨テ新法二
從フト、故二特別ノ明文アノレ揚合ヲ除キ、其ノ飴ハ裁判時ノ
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法ヲ適用スルノガ原則デアル。
California（1872年7月1日XII時ヨリ施行）
第三條本法ノ規定ハ皆前條ノ期日（施行日期）以前二生ジタ
ル事件二遡及スルコトヲ得ス但シ條中二明文アノレモノハ此
ノ限晶在ラズ
露西亜1帝國時代裁可未施行草案）
第十四條　後ノ法律ハ其ノ施行以前二行ヒ當時（ノ法律モ亦
刑ヲ科シタル行爲二付キ判決裁判所二於テ亦之ヲ適用ス可
シ
行爲時ノ法律、後ノ法律ヨリ輕キトキハ第五十三條（酷量
減輕）ノ原則二照シ後二定メタル法律ノ刑ヲ酌減ス
庭刑ノ時敷（公訴ノ時敷ト行刑ノ時敷トヲ併セ言7）ノ期
問二付キ罪ヲ犯シタルトキノ法律（第六十八條第一號及ゼ
第二號）又ハ刑ヲ言渡シタノレトキノ法律（同第三號）ノ定
ムル所ガ後ノ法律ノ定ムルト所ヨリ短キトキハ之二依リテ
計算ス
中華民國（1912年3月10日♪
第一條　凡ソ本律ハ頒行ヨリ以後ノ犯罪者二之ヲ適用ス
若シ頒行以前二在リテ未ダ確定審判ヲ経ザルモノハ倶二本
律二從テ庭断ス但シ頒行以前ノ律例ノ罪予爲サ・ツレモノハ
此ノ限二在ラズ
（帥チ裁判時法二依ルヘキ旨ヲ確定シテ、最モ明自ナノンモノハ
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民國刑法デアル）
（3）從最輕法庭断主義
此ノ主義ハ現今多歎ノ邦國ノ採用スル所テアル、施行年月ノ
順次二擦テ左二條文ヲ掲グ、趣旨ハ何レモ同・一晶瞬着スルガ、
行文ノ同ジカララフレ鮎亦多少ノ滲考ト成ラウト思フ。
：France
本法ノ刑ガ奮法ノ刑二較ベテ輕キトキハ本法二從テ庭断ス
（18⑳年7月23日刑法施行令第六條）
Pem（1863年3月1B）
第二十六條　執行力ヲ惹起スル判決ノ宣告セラル・前法律力
　刑ヲ憂更スルトキハ（其ノ）攣更ガ若シ犯人二有利ナルトキ
　ハ之ヲ利スベシ但シ之二不利ナル場合二在リテハ之ヲ害セ
　ザノレベシ
Belgique（1867年6月8日〉
第二條第二項　若シ裁刹ノ時二設ケラレタル刑ト犯罪ノ時二
　定メラレタノレ刑ト異ノントキハ輕キ刑ヲ適用ス
E～P乱gne　（1871年1月1日）
第二十三條　凡ソ刑法ハ罪或ハ蓮謹ノ犯人ヲ利スル限二於テ
　遡及既往ノ敷力ヲ有ス其ノ公布セラル・際二（翫二）確定判
　決有り且庭刑人庭刑ノ履行中二在ルトキ亦同ジ
Chile（1875年3月1日）
第十八條　如何ナル罪モ事實ノ犯行前合法二施行セラレタル
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　法律二設ケラレタル所ヨリ他ノ刑ヲ科セラノレルコトナカル
　ーミシ
　若シー罪ノ犯行後且ツ判決ノ言渡前同種ノ事實ヲ無刑ト爲
　シ叉ハ少ナク嚴ナノy刑ヲ科スル所ノ他ノ法律頒行セラレタ
　ルトキハ後者二從テ判決ヲ爲スベキモノトス
Cost翫一：Rica（1880年7月1日）
第十九條　凡ソ刑法ハ犯人ヲ利スル限二於テ遡及既往ノ敷力
　ヲ有ス其ノ公布セラノソル際二確定判決有り且庭刑人庭刑ノ
　履行中ニアルトキ亦同ジ
Hondur＆s（1880年8月27日）第廿一條同上
Philipp●n（1884年9月4日）第廿二條　西第廿三條同文
E覗ngari8（1SSO年9月1日）
第二條　行爲ヲ犯シタル日ト裁判ノ日トノ問二種々ノ法律叉
　ハ法律上ノ慣例若クハ原則行ハレタルトキハ最モ寛大ナノレ
　規則ヲ適用ス
Portu9飢（1884年6月14日）
第六條　刑法ハ左二掲グノン場合ヲ除ク外既往二遡ル敷力ヲ有
　セス“
　一　實行ノ時、敷力ヲ有スノソ法律二照シ罰ス可キ行爲ヲ新
　　法罰ス可キ行爲ノ列外二置キタノレトキハ之ヲ罰スルコト
　　ヲ得ズ
　　刑ノ言渡確定シタルトキハ執行ヲ開始シタルト否トヲ問
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　ハズ其ノ刑ヲ冤除ス
こ二犯罪時ノ法律ノ定ムル刑、嗣後ノ法律ノ定ムル刑ト異
　ノレトキハ刑ノ言渡未ダ確定セザノン犯人二封シ最モ輕キ刑
　ヲ適用ス
三　刑ノ敷カニ付キ受刑者二有利ナル法律～・（其ノ）法律ヲ
　公布シタルトキ既二言渡確定シタノレ場合二於テモ伽ホ既
　往二遡ルコトヲ得ノレノ規定畠因テ第三者ノ穰利ヲ害スノン
　コト4旺シ　　」晒、
H：011ande（1886年9月1日）
第一條第二項事ヲ犯シタノレ後立法二攣更アリタノレトキハ被
告二最モ有利ナル規定ヲ適用ス
Argentin　（1887年3月1日）
第四十八條若シ犯罪時二於ケル現行法律ガ裁判宣告時又ハ
中問時二存在スル所ノモノト異ノレトキハ常二（其ノ）最モ有
利ナルモノ適用セラル可シ
若シ庭刑中一層有利ナル法律頒行セラルルトキハ刑ハ其ノ
法律二依り設定セラレタル所二局限セラルパコトヲ要ス
Italia（1890年1月1日）
第二條　何人ヲ問ハズ犯罪時ノ法律二依リ罪ト爲ノレ可キ事實
ニアラサレ建罰セラルノレコトヲ得ズ
何人ヲ問ハズ犯罪後ノ法律二依り罪ト爲ラザノレ事實二基キ
庭罰セラノレル3トヲ得ズ此ノ揚合二於テ既二刑ノ言渡アリ
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タルトキハ當然刑ノ執行及ゼ裁判ノ敷カヲ贋止ス
犯罪時ノ法律ト嗣後ノ法律ト異ノレトキハ総テノ規定ノ中高
於テ被告二最モ有利ナノレモノヲ適用ス
Urg瞼y（18go年7月18日）
第二十九條　如何ナノレ罪モ其ノ犯行二先ダッ法律二依り設定
セラレテ存ラザル所ノ刑ヲ以テ罰セラレザル可シ
若シ新法ヅ其刑法二依り罰セラレタル所ノモノヲ罪ノ中轟
包括セザルトキ・・當然訴訟手綾及ゼ庭罰ノ敷力ヲ絶止ス可
シ
若シ犯罪時二於ゲル現行法ト嗣後ノモノト異ルトキハ被嫁
責入二最モ有利ナノレ規定ヲ包有スルモノ適用セラノレ可シ
Br我zi1（18go年10月11日）
第三條　刑法ハ既往二遡ル敷力ヲ有セズ、但シ次二該當スル
新法ハ既往ノ行爲ヲ支配ス
a若シ刑ヲ受クベキモノト認メザルトキ
b若シ輕キ刑ヲ以テ罰セラノレノレトキ（二項略）
Suisse£c五weiz　（189磁巨3月草案）
第七條　現法典ノ規定二從ヒ罰セラルベキモノ（次ノ如シ）
法典ガ施行期二入レル後罪ヲ犯シタノシ者
其ノ施行期二入ルノ蘭、罪ヲ犯シ其ノ時期ノ後裁判二付セ
ラル・者ニシテ（現）法典ノ規定ガ行爲時二於ケル現行法ノ
ソレヨリー履寛大ナルモノニ係ル1・キ
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Bulgaria（1896年3月4日）
第二條　絡テノ罪並二総テノ違謹～・其ノ犯行前法律ヲ以テ定
メラレタル刑昌依り庭罰セラル
犯罪時ト裁判時ト法律ノ規定異ル場合二於テハ輕キモノヲ
適用スベキモノトス
：Egypte
1（1883年U月13日混合裁判所刑法〉
第十九條第二項　但シ裁制ノ言渡確定前二其ノ（行爲時ノ）法
律塵止セラレ叉ハ其ノ（行爲時ノ法律ノ定ムル）刑ヲ減輕シ
タルトキハ此ノ（行爲時ノ法律ヲ適用スル）限二在ラズ
2（1904年4月15日本族刑法）
第五條　罪ハ其ノ犯サレタル時敷カヲ有スル法律二照シテ罰
セラル可シ
但シ犯罪後終局判決前被告昌一層有利ナル法律敷カヲ生ジ
タルトキハ專ラ其ノ法律適用セラル可シ
Norweg（1905年1月1日）
第三條　犯罪後二刑法二菱更アリタルトキハ犯罪時昌敷力ヲ
有セル刑法ノ規定ヲ英ノ行爲二適用ス但シ特別ノ規定アノレ
トキハ此ノ限二在ラズ
各案件ヲ噺ズルノ際敷力ヲ有スル法律ガ行爲時ノ法律二比
シ被告二封シテ有利ナル断案ヲ生ぜシム可キトキハ其ノ規
定ヲ適用ス可シ但シ上告、抗告叉ハ再審二依リテ不服ヲ申
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立テタル後二前掲（被告二有利）ノ規定初メテ敷カヲ生ジタ
ノレモノニ係ルトキハ上告、抗告叉ハ再審二於テ之ヲ援用ス
ノレコトヲ要セズ
合法二訴追叉ノ・行刑ヲ開始シタルトキハ嗣後ノ法律二依り
訴追叉ノ・行刑ノ時敷完成スノレト被害者二起訴権ヲ付興スノレ
　ト專ラ其ノ告訴アルヲ待チテ論ズノレトヲ間フコトナシ
新法二於テ被害者ノ起訴又ハ告訴ノ期問ヲ定メタルトキハ
如何ナノレ場合タルヲ問ハズ新法ノ数力ヲ生ズルニ先チテ其
　ノ期間ヲ起算スルコトナシ
：Ecu翻or　l19（，6年7月1日）
．第九條　罪ガ罰セラレ得ルコトノ爲メニハ法律ガ所爲ノ犯行
前ヲ以テ之ヲ可罰ト宣示セシコトヲ必要トス
所爲ハ若シ其ノ實行後ノ法律ガ之ヲ罪ノ藪ヨリ除去スルト
　キハ可罰タノレコトヲ罷ム而シテ若シ既二犯人二封スル庭罰
　ノ刺決介在シタノレトキハ刑ガ履行セラレ始メタルト否トヲ
　分タズ（其ノ判決）清滅スベ：シ
若シ判決ノ時期二設定セラレ』タノレ刑ガ罪ノ犯サレタノレ時二
支配シタル刑ト異ルトキハ最モ少ク嚴ナノンモノガ適用セラ
　ル可シ
ー・般二刑ノ敷力及ピ清滅二關スル事後ノ法律ハ総テ執行力
有ノレ判決存在スルトキト錐モ防ホ犯罪入二有利ナルモノニ
於テ適用セラル可シ（第五項略）
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Sia狙（lgo8年9月22日〉
第八條　犯罪時二有敷ナル法律ト裁判時二有敷ナル法律ト相
同ジカラザルトキハ被告二最モ有利ナノレ法律ヲ適用ス
Servi畠（1910年6月26日1草案）
第三條第二項　事ヲ行ヒタル後法律憂更シタルトキハ最モ輕
キ法律二從ヒ裁判ス但シ裁判所ノ判決二封シ上訴ノ申立ヲ
爲シタル後初メテ施行カヲ生ジタノン新法ハ之ヲ探用セズ
6sterreicL（1912年草案〉
第八十一條　（第一項略〉
新刑法施行雨二犯シタノン事實二勤シ其ノ法律ノ敷力開始後
二於テ裁判ス可キトキハ郎チ新法適用セラノレ可シ但シ事實
ヲ行7際行ハレタル法律ガ行爲者二一層有利ナノレトキハ此
ノ限二在ラズ
行爲者ガ（新奮〉双方ノ法律二照シ均シク罰ス可キモノニ係
ノソトキハ即チ最モ輕キ種類ノ刑ヲ科シタルモノヲー層有利
ナル法律トシテ適用ス可キモノトス其ノ科シタル刑ノ種類
二於テ同一ナルトキハ即チ新法適用セラノレ可シ但シi新法ノ
刑ノ最高限ガ（奮法二比シ）一層高キトキハ此ノ限二在ラ
ズ
第八十二條　（新奮〉双方ノ法律ノ止ター方ノミニ於テ科シ又
　ハ定メタル刑事上ノ結果ハ除斥セラル（一方二於テ無罪ナ
　レバ無罪トスルノ類〉
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保安塵分ノ適用ハ常二且專ラ新法二依ル
双方ノ法律ノ止タ・一方ノミニ於テ之ヲ必要ト爲シタルトキ
　ト雛モ專ラ私起訴（告訴）二因り又ハ委任ノ根擦二因ル可キ
モノハ之二因リテ行爲者訴追セラノレ
Par乱guay（1914年6月30日）
第五十七條　若シーヅ刑法ガ可罰事實ヲ其ノ犯行ノ時二於テ
而シテ他（ノ刑法）ガ裁判ノ時二於テ支配シタルトキハ裁判
官ハ常二最モ寛大ナル刑法ヲ適用スベシ
第五十八條若シーノ新刑法力奮法二依リ罰セラレタノレ事實
ヲ罪叉ハ違詮ノ中二含マサルトキハ當然訴訟及ゼ刑ノ言渡
ノ敷力ヲ絶止ス
Venezuela（1915年9月16目）
第二條　刑法ハ犯人ヲ利スル限二於テ遡及翫往ノ数力ヲ有ス
其ノ公布セラノレル際二（既二）確定判決有リ且犯人庭刑ノ履
行中二在ルトキ亦同ジ（西班牙第二十三條比較）
Panam乱（1617年7月1日）
第五十七條　凡ソ刑法ハ犯人ヲ利スル限二於テ遡及既往ノ敷
力ヲ有ス但シ其ノ施行二入ルトキ翫二執行力有ル判決下リ
シトキハ此ノ限二在ラズ
濁逸
1　帝國刑法（1872年1月1日全國施行）
第二條　行爲ヲ犯ス前其ノ刑ヲ定メタル法律アルニ非ザレノ“
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之ヲ罰スルコトヲ得ズ
斯犯ノ時ヨリ判決二至ルマデノ問二法律ノ攣更アルトキハ
最モ輕キ法律ヲ適用ス
2帝國時代ノ奮草案
第二條行爲ハ其ノ實施ノ際二値り法律上刑ヲ科シタルモノ
ニ限り之ヲ罰スルコトヲ得
判決以前法律攣更シタノγトキハ行爲者二最モ有利ナル法律
ヲ適用ス
法律屡止セラレタルトキハ庭罰セズ
3　1927年草案
第二條　刑ハ行爲ノ時二於テ敷力ヲ有スノソ法律二依リテ定マ
ル、附加刑及ビ附随敷果二付キ亦同ジ
第三條行爲ノ時二於テ敷力ヲ有シタル法律ガ判決前二憂更
セラレタノレトキハ行爲者二勤シ最モ有利ナル法律ヲ適用ス
可シ、特別ナノレ事實關係ノ爲メニ判定セラレタル規定ハ其
ノ事情ノ滑滅シタルニ因り敷力ヲ失ヒタノレ後二於テモ其ノ
敷力ノ存績中二爲サレタル行爲二封シ傍ホ適用セラル可シ
第四條　矯正及ゼ保安二關スル規定二付テハ判決ノ時二於テ
敷カヲ有スル法律二依り判決ヲ爲ス可シ
日本
1（参考〉　明律、清律、同文
凡ソ律ハ頒布ノ日ヨリ始ト爲ス若シ犯、己前二在ル者ハ拉二
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新律二依リ擬断ス（清朝有從輕塵断之例）
2　新律綱領（明治三年＝1870年）
凡ソ律ハ頒行ノ日ヨリ始ト爲ス若シ所犯頒降己前二在ル者モ
虹二新律二依テ擬断シ蕾織ヲ援用スルコトヲ得ズ
3改定律例（明治六年＝1873年）
第百條　凡ソ例モ亦頒行ノ日ヨリ始ト爲スト錐モ若シ事犯頽
　例以前二在テ原律罪名輕キ者ハ勿ホ原律二依テ定擬ス
4　奮刑法（明治十五年一月一日＝1882年）
第三條　法律ハ頒布以前二係ル犯罪二及ボスコトヲ得ズ
　若シ所犯頒布以前二於テ未ダ判決ヲ経ザノレ者ハ新蕾ノ法ヲ
　．比照シ輕キニ從テ庭；断ス
5　現刑法（明治四十一年十月一日＝1908年）
第六條　犯罪後ノ法律二因リ刑ノ憂更アリタルトキハ其輕キ
　モノヲ適用ス
6草案（現）
第六條　犯罪絡了シタル後法律ノi攣更アリタノレトキハ判決時
　法ヲ適用ス但シ犯罪時法二庭罰セザル行爲ヲ庭罰シ又ハ犯
　罪時法二定メタル刑ヨリ重キ刑ヲ科スルコトヲ得ズ
以上ノ例二於テ、裁判確定後刑ノ執行中二於テモ、切ホ輕キ
新法ノ敷力ヲ及ボスモノトシタノレハEspagne7Chile，osta－Ric亀
Houdur麗，P・rtugal，PhilipPin，Argentin，：Ecu跳d・r，Venezuela等
ノ刑法ノ異彩デァノレ。
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　（4〉評論
　以上列記シタ從行爲時法庭断、從裁判時法庭漸、從最輕法塵
断ノ三種ノ中、從最輕法庭断主義ガ、大多藪ノ邦國二探用セラ
レテ居ルコトハ、以上ノ記蓮ノ示ス通リデアル、條文ヲ藏セザ
ルガ爲メ、列記二漏レタ國モ、其ノ多数ガ同様デアノンコトハ疑
ガ無イガ、多藪デアルガ故二即チ合理ナリトハ云ヘヌ、余ハ反
封ブ意見ヲ持ツテ居ル。
從輕庭断法二賛同スル論者ハ日フ、犯人ハ最モ輕キ法律ノ行
ハレタ時代蒔於テ、既二其ノ最モ輕キ刑ヲ受ケル権利ヲ獲得シ
テ居タノデアル、之ヲ裁利時ノ重キ法律二照シテ庭断スルノ
ハ、人民ノ既得権ヲ侵害スル不條理ノ制度ナリ、ト、然シナガ
ラ既得権ノ観念ハ、民法商法等私法ノ内二在リテハ、之ヲ准ス
ベ：キモ、刑法ノ如キ張行法二在リテハ、之ヲ是認ス可キ正當ノ
根擦ガ無イ、一私人ガ國家二向ツテ、我ハ某種ノ刑ヲ受ケル穫
利ガ有ル、ト主張スル権利ハ断ジテ無イ、此ノ黙ハ立法論トシ
テ主張スルノデアル、解繹論トシテ成文法ノ規定二背イタ刑ヲ
科スルコトノ出來ナイノハ言フマデモ無イ。
論者又日ク、凡ソ法律ノ敷カハ、艦ク其ノ法律ノ豫定スル事
實二封シテ登生スノレモノデアノレ、故二一度ピ犯罪事實ガ起レバ
其ノ際施行セラレツ・アル刑法ガ、逞チニ其ノ犯罪事實二適用
セラル可キ敷力ヲ有シ、嗣後ノ法律ハ之ヲ攣更ス可キモノデナ
イ・ト、誠二此ノ説ノ如クンバ、一切ヲ基ゲテ行爲時法二依り
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∫髭噺ス可ク、新奮爾法ノ重輕ヲ問7ベキデナイ、前二（1、トシ
テ從行爲時法庭籔主義ノ中二掲グタ諸國ノ條文へ何レモ明瞭
ヲ敏クトハ云へ、原則上之ヲ探用シタモノラシク思ノ・ル、之ガ
當否如何、祉會ノ現象ハ時々刻々推移シテ攣化極マリ無ク・法
律ハ時二因テ宜シキヲ制セネバナラヌ、奮日ノ制法ノ非ナルヲ
知テ之ヲ改メナガラ、再ピ之ヲ蘇生復活セシムル理由ガ何庭二
在ルカ。
　叉或ハ日ク、新法ガ善法ヨリ重イ場合二於テ、奮法時代ノ犯
人二、新法ノ重剤ヲ加ヘンカ、奮法時代二同種ノ罪ヲ犯シ、奮
法ノ輕キ刑ヲ受ケタ者ト、灌衡ヲ失スル不都合ガアノγ、庭分ノ
後レタノハ必ズシモ犯人ノ答トバカリハ言ヘヌ、ソレヲ重イ刑
二憂更スルハ不當デアノレ、ト、此ノ類ノ権衡論ヲ以テ、第三ノ從
輕塵噺主義ヲ庇護シャウトスルト、復タ急チ他ノ方面二不都合
ガ生ズノン、假二輕キ奮法時代ノ犯人二限り、裁判ノ時ノ現行法
二依ラズシテ輕イ奮法ヲ適用シ、重イ新法時代ノ犯人二限ヲ・
重イ新法ヲ適用スノレトセンカ、裁剰ノ當時同種ノ犯人ノー・人ハ
重イ刑ヲ受ケ、一人ハ輕イ刑ヲ受ケルコ1・・ナリ、論者ノ所謂
不推衡不公李ヲ生ズルコトヲ晃レナイ、論者ハ、蕾法時代ノ同
種ノ犯人二饗不ル刑ト比較スルコトヲ識テ、新法時代ノ同種ノ
犯人二封スル刑ト比較スルコトヲ看過シタモノデァノソ。
　叉或ハ日ク、刑ハ之ヲ嚴二失センヨリハ寛二失スルニ如カズ・
罪ノ疑ハシキバ輕キニ從フベシ、新奮法ヲ比較シテ其ノ輕キニ
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從クハ、所謂寛大ヲ冒トシタル仁政ヲ布ク所以デアノレ・ト・然
レドモ刑法・・恩ヲ沽ルノ具デハナイ、嚴二失スルモ不可・寛二失
スルモ不可、要ハ其ノ時代ノ必要ヲ充タスニアル、奮法ヲ以テ
シテハ警戒豫防懲冶改俊ノ敷ヲ奏スノンコト能ハ．ズトシ、裳二新
二適當ト認ムル法ヲ設ケナゴラ、偶々1裁判ノi涯延シタノレノ故二
因テ、奮法時代ノ犯入二限り、不適當トシテ退ケタル奮法ノ庭
分ヲ施サンカ、或ル犯入ヲ駈ッテ良民ヲ害セシメル悪制度ト云
ハネバナラヌ。
從輕庭断主義ハ、何レノ方面カラ観テモ、之ヲ辮護スル蝕地
ハ無イ、正シク博愛時代ノ姑息ナ遺物デアル、蓋シ當時ノ，思潮
・・專制歴制ノ暴ヲ破壊セントスルニ急ナリシ結果、民権ヲ偏重
シ、甚シキハ國家二科刑椹無シト主張スル者ヲスラ出シタ、然
シ犯入ヲ苛刑ヨリ救7・・可ナリ、良民ノ被害ヲ度外親シテ可ナ
ランヤ、犯人ノ管束ノ適當二嚴ナルハ、良民ノ保護／適當二行
ハル・研以デアルコトヲ忘レテハナラヌ。
抽法ヲ制スルノ・、祉會ノ情勢ヲ樹酷シテ、以テ實際ノ必要二・
慮ズノンノガ其ノ本旨デアル、損盆ノ間、重ヲ改メテ輕ト爲スコ
トモアル、輕ヲ改メテ重ト爲スコトモアノレ、均シク奮律ノ重輕
ガ、其ノ宜シキヲ得テ居ナカツタカラデアノレ、最良ト信ズル新
制ヲ設ケテ頒布施行シ、時二傍ホ奮制ヲ採ルトセバ、新制ヲ布
クノ本意安クニ在リヤ、刑二輕重アリト云フハ、既成法規解繹
上ノ形式デアツテ、制度Lノ適否二輕重ノ・無イ、新制ヲ覗ル毛
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ノ宜シク其ノ適否ヲ論ズ可シ、復タ何ゾ其ノ輕重寛嚴ヲ言ハン
ヤ、既記三主義中、從裁判時法庭断主義ヲ採ラザル可ラザルハ
疑ガ無イ、矯正叉ハ保安ノ庭分ハ、新制二從フ可シトスノレ通論
ヲ比較シテモ、罰ジ蹄結二到達スル。
　　其t　第一・章ラ去例中　　事二因ル敷カノ規定
草案第七條第八條ヲ、愛二假二、事二因ノン敷力ノ規定ト名ケ
ルヅ、其第七條第一項ハ、現行法第七條第一項第二項ヲ合併シ
タ、公務員ト公務所トノ定義デアリ、次昌左ノ第二項ト第三項
トガ新昌加ハツタ。
公然ト稗スノレハ不定叉ハ多籔ノ人ノ認識シ得ベキ欺態ヲ謂フ
暴行ニハ人ノ健康ヲ害スベキ物ヲ施用シ叉・・人ヲ無意識若ク
ハ抗拒不能ノ状態二隔ラシムノレ爲催眠術其ノ他ノ手段ヲ施罵
ススル行爲ヲモ包含
此ノ如ク字例欝解ヲ総則ノ中二置クハ、他國ニモ其例ガ有ゾ
且ツ最モ多数ノ條文ノ有ルノハ、1861年5月1日ヨリ施行ノ印度
刑法デアルダ、我ガ立法ノ滲考トナノレホドノモノ～・殆ド無イ、
而シテ我ガ草案ノ如ク、公然ト暴行トノニ語ノ説明ダケニ止メ
ノレノ・’、又甚ダ不十分デアノレ、例ヘパ第百三十六條至第百四十
一條二所謂敵國ノ範園、第二百六十四條第一項ノ軍純傷害、同
第二項輕微傷害ノ意義、第二百六十五條第一項後段二所謂・不
具叉ハ不治ノ疾病ノ程度、第百五＋二條及ビ第二百九十條第一・
項暴行ト虐待ノ異同、陵辱ト狼褻ト侮辱トノ’匿別、第三百二十ト
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六條第一項二關スル豊夜ノ別、岡第二項ノ兇器ノ範園等ハ之ガ
定義叉ハ説明ヲ掲ゲテ置クガ便利デアル。滲考
　（1）Si蹴刑法（1908年9月廿二日）
　第六條
　一　『事實』叉ハ『行爲』ト構スルハ止タ蓮常ノ積極行行ノミ
　　ヲ謂7二非ズ法律ノ命ズノレ所ヲ爲サザル溝極行爲及ゼ其
　　ノ浴極行爲ノ結果ヲ併セテ言フ
　1二　『不法二』き稗スルハ法律ノ其ノ墨動ヲ爲ス椹利ヲ與ヘ
　　ザル場合ヲ謂フ
　三『利慾ノ爲メ』ト樗スノレハ法律上ノ椹利無クシテ自己又
　　ハ第三者ヲ利シ若クハ飽入ノ利盆ヲ害スル意二出ヅルヲ
　　謂フ
　四　『詐害ノ爲メ』ト欝スノレハ詐害行爲二依り他入ノ権利ヲ
　　侵奪スノレ意二出ヅノンヲ謂フ
　　五　『偽造』卜繕スルハ其ノ類似ノ黙ヲ以テ入ヲ欺周スル爲
　　メ類似ノ物ヲ製造スルヲ謂7
　　六　「罪』ト欝スルハ凡テ法律二依り罰シタル事實ヲ謂フ
　　七　『親告罪』ト稗スルハ被害者ノ告訴ヲ待テ訴追ス可キ罪
　　ヲ謂ア
　　八『陰謀』ト稽スルハニ人以上ノ間二於テ協定シタル罪ヲ
　　ぢ巳スノ合意ヲ謂フ
　　九　『牧賄』ト構スルハ官吏職務上ノ行爲ヲ爲シ又ハ之ヲ爲
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サザルニ因り適法ナノレ供給以外ノ報酬叉ハ利盆ヲ受クノン
ヲ謂フ
十　『物』又ハ『財産』ト樗スルハ現銀其ノ他動産不動産ヲ分
タス凡テ占有スルコトヲ得ルモノヲ謂フ
十一　『公路』ト稽スルハ公衆ノ使用二供スル凡テノ陸路水
路ヲ謂フ公道ハ公路ノ内二属ス
十二　『公道』ト樗スルハ公衆ノ通行スノン権利ヲ有スノレ大街
小路、廣場、斜巷其ノ他ノ陸路ヲ謂フ公衆ノ輸邊二充ツ
ル鐵道線路及ゼ電氣鐵道線路ハ公道ノ内二厨ス
十三　『公開場』ト稽スルハ公衆ノ出入スル権利ヲ有スル建
築物其ノ他ノ場斯ヲ謂7
十四『住居叉ハ佳居シタル場所』ト構スルハ凡テ人ノ住居
二充ツノレ建築物、水上家居、船舶及ヒ邸内拉二其附属物
ヲ謂フ
十五　『兇器』ト稔スルハ火器、刀創、七首、小刀、鐵槍、
竹槍、棍棒及ビ射盤、刺撃、切開其ノ他ノ方法二依り凡
テ重傷ヲ負ハシムルコトヲ得ノレ物ヲ謂ク
十六　『家畜及ゼ駄獣』ト樗スノレハ水牛、牡牛、牝牛、仔牛
i象、馬、小馬、騨馬、羊、山羊蛇二豚ヲ謂フ
十七『文書』ト樗スルハ言詞叉ハ圖形ヲ表示スル爲メ紙其
他ノ物ノ上二作製シタル記象ヲ謂フ印版、石版、寓眞版、
彫刻若クハ類似ノ方法二依り紙其ノ他ノ物ノ上二言詞又
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　ハ圖形ヲ表示シタルモノ亦同ジ
十八　『謹書』ト禧スルノ・其ノ内容ノ詮明二充ツルコトヲ得
　ル文書ヲ謂フ
十九　官文書ト稗スルハ該管官憲ノ作製又ハ護明シタノ蟻登
　書ヲ謂フ其ノ謄本ニシテ該管官憲ノ謹明ヲ経タルモノ亦
　同ジ
ニ十　『有憤謹券』ト稗スルハ権利義務ヲ登生、獲更、消滅㌧
　移轄セシメ若クハ権利義務ノ登生、憂更、潰滅、移轄ヲ
　謹明，スノン謹書ヲ言胃フ
ニ十一　『署名』ト稗スルハ讃書ノ上二文字ヲ知ラザル者ノ
　表示シタル記號及ゼ特二栂印ヲ併セテ言フ
ニ十二　『年』ト樗スルハ公定太陽暦二依ノγ
二二十三　『一日』ト稗スノレハニニ十四時ヲ算ス
ニ十四　『夜』ト稗スルハ日渡後日出前ヲ謂フ
ニ十五　『項』ト樗スルハ條ノ分段ヲ謂フ
ニ十六　『號』ト：欝スルハ項ノ中二於テ番號又ハ十干ノ文字
　ヲド付シタノレヲ言胃フ
（2）民國刑律
第八十七條　以下以上以内ト稽スルハ倶二本藪ヲ蓮ネテ計算
ス（inclusiveト云フ意義）
第八十八條　篤疾ト欝スル・・左列傷害ヲ謂7
一　親能ヲ段敗スルモノ
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二　聴能ヲ駿敗スノンモノ
三　語能ヲ畏敗スルモノ
四　一肢以上ヲ駿敗シ或ハ終身其ノ機能ヲ駿敗スルモノ
五　精紳或ハ身禮二於テ重大不治ノ病アノレモノ
六　容貌ヲ憂更シ且重大不治ノ傷害アルモノ
七　隆陽ヲ駿敗スルモノ
腰疾ト：欝スルハ左列傷害ヲ諸フ
ー　覗倉旨ヲ減衰スノ1／モノ
ニ　聴能ヲ減衰スルモノ
三　 語宵琶ヲ減衰スノソモノ
四　一肢以上ノ機能ヲ減衰スルモノ
五精紳或ハ身膿二於テ三十日以上二至ノレノ病アノレモノ
六　業務ヲ屡スルヲ致スコト三十日以上二至ルノ病アルモ
　ノ
輕微傷害ト稗スルハ前二項所列以外ノ疾病損傷ヲ謂フ
（3）濁逸1927年草案
第九條　（第一號乃至第五號略）
六　暴力トハ亦他人ヲ其ノ意，思二反シテ無意識ナラシメ叉
　ハ抗拒不能ナラシムル爲メ催眠術ヲ行ヒ、痂醇捌若クハ
　催眠剤ヲ施用スルコトヲモ謂フ
七　危険ナノレ脅迫トハ暴行（ヲ加フーミキコト）ヲ以テスノレ脅
　迫、重罪叉ハ輕罪（ヲ加フベキコト）ヲ以テスル脅迫、告
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　登（スベキコト）ヲ以テスル脅追、若クノ・被脅迫者叉ハ其
　ノ他ノ者二封シ其ノ名轡ヲ危瞼ナラシムベキ事實ヲ公表
　スル旨ノ告知ヲ以テスノン脅迫ヲ謂フ
　八報酬トノ・諸種ノ利盆ヲ謂ヒ（其ノ）何人ノ爲メトナルヲ
　分タズ
　九　讃書・＝Urkundeトノ・椹利又ハ法律關係ヲ設定、攣更又
　ハ漕滅セシムノレ爲メ若クハ法律上意義有ル事實ヲ謹明ス
　ノン爲メ作成スル文書ヲ謂フ
　十　公謹記號トハ公務所ガ其ノ権限ノ範園内二於テ叉ハ公
　ノ信用ヲ備フノレ者ガ其ノ管掌スル事務ノ範園内二於テ物
　二關スノンー定ノ事實ヲ談明スル爲メ其ノ物ノ上二與フノソ
　ー角定ノ形式ヲ謂7
　　　其八　第二章　犯　罪
現刑法ノ規定ノ順序二於テ、刑ヲ先ニシ罪ヲ後（第一編第七
章）ニシタル非ヲ改メ、草案ガ罪ヲ先ニシ、法例ノ次二第二章
トシタルノ正當ナノレコトハ、前二述ベタ所デアノレ。
（1）　第二章内ノ規定ノ順序
現行刑法ハ第一編第七章犯罪ノ不成立及ゼ刑ノ減冤内二於テ
行爲ノ客観的違法性ヲ阻却スル場合ヲ先キニシ（第三十五條乃
至第三十七條）、次二主観的責任要素タル故意遇失、錯誤、二關ス
ル規定（第三十八條）ヲ置キ、其ノ無責任能カニ關スル規定ハ之
ヲ最後（第三十九條乃至第四十一條〉二掲ゲテアルガ、事物ノ考
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察トシテハ、主ヲ先ニシ客ヲ後ニスルノガ自然ノ経路デアル、
草案ハ之ヲ識テ、責任關係ヲ先ニシ（第九條至第十六條）・行爲
關係ヲ後ニシ（第十七條至第二十一條）タノソハ、洵二其ノ當ヲ得
タモノデアノンガ・其ノ責任關係ノ規定ノ蓮績中へ、止ダーツ第
十三條二不作爲即チ消極行爲ヲ割込マセタノハ、規定ノ不正侵
入デアル、叉責任關係二付テモ、責任能力ノ規定ヲ先ニシ、能
カノ中デハ幼者ヲ先二、狂者準狂者ヲ次二而シテ後二、責任要
素タノレ故意遇失錯誤次二非違法行爲ノ規定ヲ置クコト、民國刑
律第十條乃至第十六條ノ如クナランコトヲ望ム、猶猫逸草案第
十二條乃至第二十五條参考（但シ幼者ノ規定ノ後ニナリ居ルヲ
除ク〉
　（2）　第＋條　錯誤
現第三十八條第二項二日7、罪本重カル可クシテ犯ストキ知τ
ラザル者ハ其重キニ從テ庭漸スノンコトヲ得ズ、ト、是レハ奮刑，
法第七十七條第三項二存ノレ、罪本重カル可クシテ犯ス時知ラザ
ノレ者ハ其重キニ從テ論ズノレコトヲ得ズ、ノ論ズルヲ庭噺スルト
改メ、他ハ其ノ儘ヲ襲踏シタノデアル、ガ、此ノ規定ノ仕方ハ、
其ノ先騙ト成ッタ唐明清律、假刑律、新律網領ナドノソレヨリ
モ、遙ヵ二不良デアノレ、重キニ從テ庭断スノレコトヲ得ズト云7
浩極ノ規定禁止ノ意味ノミヲ表ハシ・慮サニ其ノ採ル可キ塵断
法ガ示シテナイ、今、β本橋二立テル地方人ガ・品川へ行クニ
ノ・何トノ方向ヲ取ノレノデアリマスカト尋ネタルニ封シ・北方上・
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野ヲ指差シテ、彼方へ行ツテハ行ケマセントバカリ致ヘタラ、
其ノ地方入ノ・何方へ向ッテ歩キ出ス可キデアルカ、甚シク不備
ナ書キ方デアノン。
現第三十八條第二項ヲ見ル度ピニ、必ズ追懐スルコトガアル、
ソレハ明治三十九年中、法典調査會二於テ、此二相當スノレ奮第
七十七條第三項ノ修正ノ仕方二付テ、委員長ニマデ意見ヲ申出
デタガ、其ノ確定ノ際探用セラレナカツタモノハ、左ノ如ク民
國ノ現行刑律ノ規定ト爲ツテ現・・レテ居ル。
民國刑律
第十三條　故意二非ザルノ行爲ハ罪ト爲ラズ但シ鷹サニ過失
　ヲ論ズベキモノハ此ノ限二在ラズ
　法令ヲ知ラザノレハ故意二非ズト爲スコトヲ得ズ但シ其ノ情
　笛二因り本刑一等或ハニ等ヲ減ズルコトヲ得
　犯罪ノ事實犯人ノ知ル所ト異ルトキハ左列庭断二依ル
　第一一　斯犯、犯人ノ知ノレ所ヨリ重ク或ハ相等シキモノハ其
　　ノ知ル所二從フ
　第二　所犯、犯人ノ知ル斯ヨソ輕キモノハ其ノ犯ス研二從
　　フ
草案ニハ同趣旨ノ規定ヲ設ケントシ、且一層用意周到ナラン
トシテ、左ノ提案ガアル。
第十條　罪ト爲ノレーミキ事實犯人ノ知ル厨ト異ル揚合二於テ其
　罪質相同ジキトキハ左ノ例二依テ庭漸ス
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　一所犯其ノ知ノソ所ヨリ重キトハ其ノ知ル所二從7
　二　斯犯其ノ知ル所ヨリ輕キトキハ其ノ犯ス所二從フ
　前項ノ堤合二於テ其ノ罪質相異ルトキハ其犯ス所二從ヒ故
　意ノ罪ヲ以テ論ズ但シ故意ヲ以テ論ズベキ罪犯人ノ知ノレ所
　ヨリ重キトキハ此ノ限二在ラズ此ノ場合二於テノ・其知ル所
　ヲ以テ論ズ。
第十一條　故意二罪ヲ犯シ誤テ地ノ人叉ハ物二付亦罪ト爲ノレ
　ベキ事實ヲ生ゼシメタノレ場合二於テ其ノ罪質同ジキトキハ
　等シク故意ノ罪ヲ以テ論ズ
〈3）　第十二條　不作爲
不作爲帥チ清極行爲ガ罪ト爲ルノ要件二關シテ・・、學界二於
テ其ノ意見ダー致シテ居ナイ．余ノ・草案ノ探用セントスル標準
二賛成スノレ者デアノレ。
第十三條　法律上ノ義務二背キテ罪ト爲ノン可キ事實ノ登生ヲ
　防止セザノレ者ハ其ノ事實ヲ作爲シタル者ト同ジク之ヲ罰ス
　で罪ト爲ルト改ムルヲ可トス）
　事實ノ登生スベキ虞アル妖態ヲ惹起シタル者ハ其ノ事實ノ
　登生ヲ防止スルノ責二任ズ
右ノ規定ハ、其ノ不作爲二關シテ特別ノ規定有ラザル場合二
於テ、作爲ト同檬ノ罪ト爲ルコトヲ定メタモノデ、若シ其ノ不
作爲二特別ノ規定アルコト、例へ・“
第二百六十三條　生命二封スル急迫ノ危難二遭遇シタル者ア
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　ノレニ當リ自之ヲ救助スルニ非ザレバ其ノ者死二至ルベ：キコ
　トヲ知リ且容易二之ヲ救助シ得ノシニ拘ラズ放任シテ死二至
　ラシメタル者ハ三年以下ノ懲治二塵ス
ト云7ガ如キ場合ハ、其ノ特則二依ルベキコト勿論デアル（注
意、右第二百六十三條ノ用7ル急迫ノ危難ト云フ餅ハ狭キニ失
シテ不當デアル、將二総死叉ハ投身セントスル者ヲ指シテ、急
迫ノ危難二遭遇スル者ト云ヘヨウカ、宜シク改メテ、目前生命
ヲ喪ハントスル虞アル者アルニ當リ、トスベキデハナヵラウカ）
（4ノ　第十四條　心紳喪失者
刑法ノ改正ヲ好機會トシテ、心紳喪失ト云フカ如キ不當ノ餅
ヲ創り、精神病者ト云7等適當ナ名稽二改メ、他ノ法令ノ用語
モ、一・齊二改正スベ：キデアノレ。
（5）　第十七條　合法行爲ノー
現第三十五條二掲クル合法行爲ノ文ニヘ無害ノ慣習二因ル
行爲ガ明掲シテナイ、ガ、明掲スル方ガ宜シイ、草案第十七條
ハ民國刑律第十四條同様、左ノ如ク明掲シテ居ノレ。
第十七條　法令若ハ正當業務二因ノレ行爲叉ハ公ノ秩序若クハ
　善良ノ風俗二背カザル慣習二因ル行爲ハ罪ト爲ラズ
本條ヲ議スノレノ機會二於テ、善良ノ風俗ト云7ヲ公ノ秩序ノ
外二、別二明言スル必要アリヤ否ヤヲ考究シタイ、善良ノ風俗
ハ同シク公ノ秩序ノ内二含ムト認ムベキデハナキカα
（6）　第十八條第十九條　急追ト現在
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草案第十八條正當防衛二關メル規定ニハ、急迫ノ贈ヲ用ヒ・
第十九條緊急避難二關スル規定ニハ、現在ノ僻ヲ用フルコト・
現第三十六條第三十七條ノ例二同ジデアル、之ヲ他國ノ立法例
二徴スルニ（甲）、：急迫＝imminen七ノ辮ヲ用7ルノ・：Bolivia第十
三條ノ六、：Egypte本族裁判所刑法第五十六條、Sweden第五章
第七條、Hungari乱刑法第七十九條佛鐸、（乙）現在＝Ac七uelノ購
ヲ用7ノン2・IEgypte混合裁判所刑法第二百二十二條、Ho11舳de
第四十一條、濁逸第五十三條第二項gegenw乱rtig、ltali＆第四十
九條第二項、民國第十五條、（丙）、現在ト急迫トヲ重ネテ用フル
ノ・：Denm協rk第四十條、Mexico第三十四條第八號、等デアノレ、
現行法及ビ草案二於テ現在＝Actuel　gegeBwartigト言2・ズシテ
急迫＝imminentト言ヘルハ、果シテ如何ナル趣旨二出ヅルヤ、
若シモ豫見セザノレ＝impr6vu＝Unvorgesellenノ意味デ、豫見シ
タル侵害二封シテ防衛権無シトスルノ趣旨ナリトセバ、法理上
カラモ實際上カラモ、甚シク不當ノ見解ト言ハネバナラヌ、夜
中又ハ避地ヲ族行スル者ガ、護身ノ爲二剣叉ハ銃ノ類ヲ携帯ス
ノyハ、不確定ナガラ侵害ヲ豫見シテノ斯爲デアノレ、不幸其ノ豫
見シタル侵害例ヘバ山賊追剥ノ類二遭遇シタ際、其ノ族人ガ防
衛権ヲ有セズトセバ不便不條理千萬ト云ハネバナラヌ、若シ叉
斯ル究屈ナ意味デナイトスレバ、輩二現在ノ謝1ヲ用ヒテ、以テ
鯨計ナ疑ヲ生ゼシメヌガ可イト信ズ。
　（7）　自衛権二關スル專條
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正當防衛ハ現在不法ノ侵害ヲ排除スル範園内二於テ成立スル
権利行爲デアルザ、其ノ既二侵害ヲ受ケタ後ノ権利ヲ自ラ救濟
スノレ、所謂自衛権二關シテハ、現行法二其ノ規定ガ錬：ケテ居ノレ、
左記草案ノ探ラントスル所ノ規定ハ賛成デアノン。
第二十條　不法二侵害セラレタル自己又ハ他人ノ権利ヲ救濟
スルニ付急速ヲ要シ法律上ノ手績二依ル爲猶豫スノレトキハ同復
スヘカラサル損害ヲ被ルノ虞アル場合二於テ其ノ救濟ノ爲爲シ
タル行爲ハ罪ト爲ラズ。
（8）　防衛、避難、自衛ノ手段
現行法第三十七條避難行爲二關スノレ規定ニハ、其行爲（避難行
爲）ヨリ生シタル害其避ケントシタル害ノ程度ヲ超エザル場合
二限り、ト云フ制限ガ明掲シテアノレカラ、海難ノ際自分ノ愛ス
ノレ猫ヲ助ケル爲二、入ヲ溺死セシムルガ如キヘ法ノ准サ・・ル
所デアル、然ルニ正當防衛二關スル第三十六條第一項ニノ・、権
利ヲ防衛スル爲メ巳ムコトヲ得ザルニ出デタル行爲、トバカリ
規定シ、第二項二、防衛ノ程度ヲ超エタル行爲ハ、正當梅利内
二入ラザノレ制限ガアルノミデアノンカラ、被害法盆郎チ侵害ヲ受
クノレニ因リ之ヲ防衛セントスル椹利ノ憤値程度ト、其ノ防衛ノ
爲メ侵害者ノ受クノレ損害ノ憤値程度ト、権衡ヲ失フコトヲ妨ゲ
ザルヤ否ヤノ問題ガ起ル、例ヘバ墓ロヲ掬取ツテ逃ゲ出シタ巷
賊ヲ追7二、次第二距離ガ遠ザヵリ、到底ソレニ追着ケヌ場合
二拳銃デ打殺スコトヲ得ノンヤト云フ類ノ疑問ガ起ル、如何二不
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正ノ侵害ヲ防衛スル手段デアルトシテモ、鯨リニ利害ノ権衡ヲ
失ツタモノハ准スベキデハナイ、此レニ關スル草案ノ制限ハ、
亦其ノ當ヲ得汐モノデアル・日ク
第二十一條　前三條（第十八條正當防衛、第十九條緊急避難、
第二十條権利自衛〉ノ規定ハ其ノ際二於ケル情況二照シ相當ナ
リト認メラノレル場合二非ザレバ之ヲ適用セヌ、程度ヲ超エタル
行爲ハ情欺二因り其ノ刑ヲ減輕又ハ冤除スルコトヲ得
（9）罰ス罰セズト罪ト爲り罪ト爲ラズノ措謙
草案第一編第二章犯罪ト題スル規定中、第九條第一項二故意
二付テ、故意ノ行爲二限ツ之ヲ罰ス、同第二項過失二付テ、過
失二因ノン行爲モ亦之ヲ罰ス、第十三條第一項不作爲二付テ、其
ノ事實ヲ作爲シタル者ト同ジク之ヲ罰ス、ト云ヒ罰スノ僻ヲ用
ヒ、第十四條第一項心紳喪失者ノ行爲・・之ヲ罰セズ、第十五條
前段瘡唖者ノ行爲ハ之ヲ罰セズ、第十六條十四歳二瀧タザル者
ノ行爲・・之ヲ罰セズ、ト云ヒ罰セズノ癖ヲ用ヒ、第十七條合法
行爲、第十八條正當防衛、第十九條緊急避難、第二十條権利自
衛ノ四種ノ行爲二付テハ、明二罪ト爲ラズノ餅ヲ用7、起草者
ハ罰スト罪ト爲ノ残罰セズト罪ト爲ラズ、トノ・同様ノ意味トシ
テ斯ク規定セントシタノレモノナリヤ否ヤ、疑無キヲ得ズ、元來
罪ト刑トノ關係ハ、有罪有刑・無罪無刑、有罪無刑・無罪有刑
ノ四種ノ態様ノ外二出ヅルコトナク、之ヲ罰ストハ有罪有刑、
之ヲ罰セズトハ有罪無刑（例、刑ノ冤除）二適切ナル措隣デアノン
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カラ、之ヲ罰スト云へ～レ字句ハ総テ罪ト爲ルト改ムルヲ相當ト
セザル可ラズ、心紳喪失者（第十四條第一項）、瘡唖者（第十五
條前段）及ゼ十四歳未満者（第十六條〉ノ行爲即チ責任能カヲ敏
ク者ノ行爲ハ、其ノ制裁トスルニ通常ノ刑ヲ以テスルハ不適當
デアル爲メ、治療叉ハ矯正等適當ノ庭置ヲ取ルベシト定ムノレノ
ミデアツテ、行爲ノ客観的性質カラ観レ・へ罪ト爲ノレモノデア
ル此ノ見地カラシテ罪ト爲ラズト云7ヲ避ケ、之ヲ罰セズト云
フヲ可トスト主張スノレ者アレト、斯ノ如キハ有害ト有罪トヲ混
清シタ見解デアル、狂者、幼者、瘤唖者ノ行爲ト錐モ・其ノ肚
會二害ヲ與フルコト・・、其ノ他ノ者ノ行爲ト異ル所無シト錐モ、
刑ヲ以テ制裁トスルコトヲ不適當トシ、其ノ総テニ刑ヲ科セズ
ト定ムル以上ノ・、法律ノ前二於テハ罪ト爲ラズ、犯罪不成立ト
認ムベキニテハアラザノンカ、無責任能力者ノ行爲ハ實質上罪デ
アツテ止タ之ヲ罰セズ刑ヲ加ヘズト解スル論者ハ、故意ヲ敏ク
揚合モ（第九條）同一・二解セントスルヤ、責任能力、責任要素ノ
關係デ無ク、法律上ノ義務二背キタル不作爲二付キ、第十三條
二之ヲ罰スト云ヘル辮モ果シテ同一ヅ論鋒ヲ以テ辮護スル飴地
アリヤ。罰セズト課スベキ外観ヲ有スル濁語ishlicht　s七rafb訓
ハ罰スベキ性質無ク罪ト爲ラズノ謂デStr讃eiハ刑ヲ免除スト
謬スヲ相當トス。
　　　　其九　第三童　未遂犯
　（1）未途犯
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未遂犯二關スル草案第二十二條第一項ハ、現行法第四十三條
本丈、草案第二十二條第二項ハ、現行法第四十三條但書ト同趣
旨ノ規定ヲ維持シ、別二第三項トシテ新二左ノ提案アリ。
第二十二條第三項　結果ノ登生不能ナリシ場合又ハ行爲翫二
　絡了シタルモ其ノ結果登生セザリシ場合二於テ犯人其ノ結
　果ヲ防止スベキ眞摯ナノレ努力ヲ爲シタルトキハ前項ノ例
　（刑ノ必減、得菟）二依ル但シ犯人其ノ事情ヲ知リタル後の
　此ノ限り在ラズ
右第三項ノ初二所謂、結果ノ曇生不能ナリシ場合、トハ左二
（2）トシテ掲グル不能犯ヲ指シテ言フノ意ナソヤ、若シ然リトセ
漣、同但シ書ノ、但シ犯入其ノ事情ヲ知リタル後ハ此ノ限リ在
ラズ、トハ如何ナノレ意味ナリヤ、止ダー讃シタダケデハ、例ヘ
バ藁ノ人形二五寸釘ヲ打ツテ児ヘバ、入ヲ死傷セシムルコトガ
、出來ルト、思ツタ者ガ、ソンナ敷力ハ無イ、迷信二過ギナイト云
フ事情ヲ知ツタ後、結果ヲ防止スベク努力シテモ、減免ノ特典
ハ無イト云7ヨウニ解セラレルガ、其ノ無敷ナ事情ヲ知ツタ者
?、? 止二努力スル筈ノ・ナイ、草案ノ意昧ハソンナ趣旨デハ無
功ラウガ、文面デハ眞意ガ判ラヌ。
　（2）　不能犯
第二十二條第三項ノ前段ノ外、左ノ提案ガアノレ
第二十三條　結果ノ登生スルコト不能ナノレニ拘ラズ自然法則
　ノ著シキ無知二因り犯罪ヲ實行セントシタル者ハ未途犯ト
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　シテ罰スルコトヲ得ズ
右規定ノ後段ノ文ハ、其ノ希圖シタル罪ノ未途犯ト爲スコト
ナシ、トデモ改正スベキガ如シ。
　（3）未途罪ノ成立
第二十四條未途犯ヲ罰スル場合ハ各本條二於テ之ヲ定ム
右ノ案文ノ・現行法第四十四條ト、全然同一デアツテ、同一ノ
敏鮎ヲ繰返シテ居ノレ、未途犯帥チ未途ノ朕態ト、未途罪即チ未
途歌態二因テ成立スノγ罪ト・・、其ノ範園ガ異ツテ居ル、現行法
第四十四條及ビ草案第二十四條共二宜シク左ノ如キ文例二依ル
ベキデアノレ。
未途犯ハ各本條二於テ特別ノ規定アル場合二限り罪ト爲ル。
（4〉　豫備ト陰謀
犯罪ノ豫備ト陰謀トニ關シ、草案第一編第六章刑ノ適用ノ中
二於テ
第五十九條　各本條ノ規定二依り犯罪ノ豫備叉ハ陰謀ヲ罰ス
　ル揚合二於テ酷量減輕ヲ爲メモ犯情二照シ科刑傍ホ重キニ
　失スノレモノト認ムノレトキハ其ノ刑ヲ冤除スルコトヲ得
　ト云ヘノレ・’、其ノ當ヲ得タルモノデアノレガ、其ノ豫備又ハ陰
謀ヲ罪トシタル各本條ヲ見ノレニ
第123條　大危害罪　　　　　　　　現第73條　同
第126條　封掻政等危害罪　　　　　現第73條　同
第128條　封皇族危害罪　　　　　　現第75條　同
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第133條　内飢豫備陰謀
第143條　外患豫備陰謀
第翌8條　私開外戦豫備陰謀
第177條　爆登物僅用豫備陰謀
第1go條　放火豫備（無陰謀）
第222條　通貨偽造器械原料準備
第262條　殺人豫備（無陰謀）
現第7S條同
現第88條同
現第93條同
爆登物取締罰則第11條
現第113條　同
現第妬3條　同
現第201條　同
第294條　重拐取及被拐取者迭外豫備（無陰謀）　現　無
第329條　張盗豫備（無陰謀）　　　現第237條　同
此ノ如ク草案ハ、爆登物取締罰則中ノ規定ヲ刑法二移入セソ
トスノレト、拐取罪二關シテ新二豫備ヲ罪トスノレー條ヲ加ヘント
スルトヲ除ク外、其ノ他ハ全ク現行刑法ト同一・ナルガ（i）、第五
十七條二於テ豫備叉ハ陰謀ト明言シ爾者ブ匿別シタル以上ハ、
陰謀ノ場合ヲ明掲セザル放火、通貨僑造、殺人、強盗ノ陰謀ハ罪
ト爲ラスト解セネバナラヌガ、是レ果シテ其ノ當ヲ得タルモノ
ナリヤ、（2）、通貨欝造二付テハ機械原料準備ノミヲ罪ト爲セド、
何故二機械原料ハ未ダ之ヲ準備セズト雛モ、既二房屋例ヘバ地
下室ナドノ準備ノ絡レノソ者、其ノ他一般ノ豫備ヲ、不問二附ス
ベキデアノレカ曳3）、其ノ他現行法ノ中二無クトモ、後二掲グ可キ
法定刑一覧表所掲、死刑叉ハ無期若ク2・三年以上ノ有期懲治ユ
該ル罪ノ中二於テ、其ノ豫備及ビ陰謀叉！・少クモ豫備ヲ罪トス・
ベキモノアルヲ信ズ、謙心思想ヨリイフトキ、部チ犯人ノ危瞼性
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ヲ重硯スレバスルホド、豫備及ゼ陰謀ヲ罪ト爲スベキノ範園塘
大セザノレヲ得ナイノデアノγ。
　　　　其十第四章　共　犯
　く1）　敏唆犯ノ濁立塵分
　入ヲ敏唆シテ罪ヲ犯サシメントシタル者・・、若シ被教唆者ガ
其ノ罪ヲ犯スニ至ラサリシトキハ、如何二庭分ス（ミキカ、現行
法ハ第六十條第一項二、人ヲ敏唆シテ犯罪ヲ實行セシメタル者
ハ正犯二準ズ、ト云ヒ、被致唆者ガ致唆二係ル罪ヲ實行シタル
揚合ノミヲ罪ト爲シタルガ故二、本問ノ場合ハ全ク無罪デアル
ガ、冠會二有害ナル人物ヲ警戒スルノ必要上、之ヲ不問二附ス
ルガ如キハ、甚シキ矢當ノ庭置デアノレ、左ノ提案ノ基礎観念ハ
淘二其ノ當ヲ得タモノデアノレ。
第二十七條人ヲ教唆シテ罪ヲ犯サシメントシタル者ハ被敏
　唆者其ノ罪ヲ犯スニ至ラザルトキト雛之ヲ罰ス但シ未途犯
　ヲ罰セザル罪二付テハ此ノ限二在ラズ
　前項ノ規定二依り罰スベキ者ノ刑ハ各本條ノ刑ヲ減輕シタ
　ノン所二照シテ更二減輕シタルモノニ依ル但シ情状二因ヲ之
　ヲ免除スノレコトヲ得
敏唆二係ノレ犯罪ノ實行セラレザルトキト難モ、場合ヲ限ツテ
其ノ敏唆者ノ行爲ヲ罪トスル基礎観念ニハ賛成デアノンガ、草案
ガ之ヲ未遂犯ヲ罪トシテ居ル種類ノモノニ限ツタノハ、不賛成
デアノン、罪種罪様ノ重輕ト、未途犯ノ罪トスベキモノ然ラザノシ
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毎ノトノ’匿別ハ、其ノ標準ガ異ツテ居ノレ、例一バ皇室二封ス罪
ノ中二掲グル不敬罪（第百二十四條、第百二十五條、第百二十
七條）ノ如キモ、其ノ實行ノ未途ヲ罪トナスベキヤ否ヤニ付テ
?、?? ノ鯨地アルベシ、之ヲ致唆シタ～レ者ヲ不問二附シテ可
ナリヤ、其ノ他國交二關スル、第百四十五條、第百四十六條、
濱職二關スル第百五十一條等、未途ヲ罪トスル規定ハ無クトト
モ、其ノ敏唆ヲ軍濁二罪トシテ可ナノレモノ、相當多藪ナル可キ
ヲ信ズ、字句モ次ノ如キ趣旨二改ムベキモノ・如シ。
人ヲ敏唆シテ罪ヲ犯サシメントシタル行爲ハ被敏唆者之ヲ犯
スニ至ラザノレトキト雛罪ト爲ル但シ短期六月ノ懲治以上ノ刑
二該ル罪ノ致唆行爲二限ル
前項ノ規定二依り罪ト爲ル致唆行爲ノ刑ハ云々。
（2）　致唆ノ教唆ト致唆ノ幕助
教唆ノ教唆二關スル現行法第六十一條第二項、教唆ノ鷺助二
關スル現行法第六十二條第二項二相當スベキ規定ガ、草案ニハ
無イ、起草着ガ之ヲ罪トスルニ及バズト認メタモノデアレノヘ
其ノ理由ガ知リタシ、罪トスルノ趣旨ナラバ、ソレヲ明掲シテ
後日ノ疑ヲ断ツヲ可トス。
（3）從犯ノ刑
從犯ノ刑二關シ、現行法第六十三條ハ、從犯ノ刑ハ正犯ノ刑
二照シテ減輕ス、ト云ヒ必減主義ヲ探レノレニ封シ、草案第二十
八條第二項之ヲ改メテ
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　從犯ハ正犯ノ刑ヲ以テ庭断ス、但シ情歌二因り之ヲ減輕ス
　ノンコトヲ得
ト爲シ得減主義トシタノレハ、賛成デアノル。
滲考　狗逸1927年草案
第三十一條　致唆者及ゼ從犯ノ可罰性ハ行爲ヲ實行シタル者
　ノ可罰性ヨリ濁立ナルモノトス
（4）問接犯
學術語ノ所謂問接犯二關シ・左ノ提案ガアノレ。
第三十條　前五條（第二十五條正犯、第二十六條教唆犯、笛
　二十七條猫立致唆犯、第二十八條從犯、第二十九條身分開
　係）ノ規定ハ責任無能力者、犯罪ノ故意無キ者叉ハ抗拒不
　能ノ斌態二在ル者其ノ他自己ノ行爲二付罪責二任セザノレ者
　ヲ行爲二加功セシメ又ハ加功セシメントシタル場合二付亦
　之ヲ適用ス
ト故二例ヘバ親ガ十四歳未満ノ子ヲ致唆シ、窃盗ヲ働カセタ
トキハ、其ノ盗駐ヲ分チタルト否トヲ問ハズ、親ハ草案第三百
二十五條、第三十條、第二十六條二依リテ塵分セラレ、子ハ第
十六條晶依テ無罪トセラレノレノデアノン。
（5）　過失二因ル共犯
過失二因ル共犯ヲ認ムノソヤ否ヤニ付キ、現行法ニモ草案ニモ、
何等規定スル斯ガ無ク、ソレガ爲メニ否定二解繹セラレルノデ
ァラウガ、余・’之ヲ認ムノンヲ可ト信ズルノデアル。
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第三十五條　過矢罪二於テ共同過失アノン者ハ共犯ヲ以テ論ズ
第三十六條　人ノ故意二罪ヲ犯スノ際二値ソ過矢二因ク其ノ
　結果ヲ助成シタノレ者ハ過失共同正犯二準シテ論ズ但シ其ノ
　罪慮二過失ヲ論ズベキモノヲ以テ限ト爲ス。
其十一　第五章　刑
　草案第三十一條ハ、一、死刑　二、懲治　三、禁鋼　四、資
絡喪失　五、資格停止　六、居住制限　七、罰金　八、拘留
九、謎罰　十、科料十一、没牧）（ノ十一種ノ刑ヲ認メントシ
テ居ル、之ヲ評スルニ先チ、考察ノ便宜上左二第二編二掲ゲラ
レタ法定刑ノー覧表ヲ示スコト・スル。
　　　　　　　法定刑一覧表
　　　　　　○軍一・死刑表
第123條　大危害罪　　　　　　　　　第136條　封帝國抗敵
第126探　醤搦政等危害罪　　　　　　第137條第1項軍用建築物等敵國交付
第128探前段　封皇族危害既逡
　　　　　　○選鐸死刑表
　　　　　　工　死刑又ハ無期懲治
第137條第2項兵器等軍用物敵國交付　　第194條第1項盗水致死
第138條　意圖援助敵國損壌i軍用地物　　第201條第3項　交通施設危瞼、
第181條第2項　放火致死　　　　　　　　交通機關破壌致死
第187條　破裂致死
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第202條　交通施設危瞼破壌致死　　　　第331條後段　強盗致死
第258條　殺尊薦　　　　　　　　　　　第332條　後段強盗強姦致死
　　　　　　　　　II　死刑叉ハ無期禁鋼
第132條第1號　内鰍誉魁
　　　　　　　III死刑、無期又ハ15年06年懲治
第％7條　、殺人
　　　　IV　死刑、無期叉ハ15年紳6年懲治叉ノ・禁鋼
第茸6條　爆嶺物使用治安嬬害
　　　　　　V　死刑、無期又ノ・15年⇔5年懲治
第140條敵國問諜　　　　　　　　　第208條第2項水道飲料永毒化致死
　　　　　　　　　○　軍一無期懲治表
第128條後段　封皇族將加危害罪
　　　　　　　　　○　選揮無期有期懲治表
　　　　　　　　　1　無期又ハ15年⇔10年
第331條前段　強盗傷害　　　　　　　第332條繭段　強盗強姦
　　　　　　　　　11　無期叉ハ15年⇔5年
第181條第1項　最重放火　　　　　　第273條　封算屍暴行致死
蛋187條　最重破裂　　　　　　　　　第30墨條　強行姦淫隈褻致死傷
第267條　謝尊麟勇醗傷害致死
　　　　　　　　　III無期又ハ15年3年
第193條　盗　水　　　　　　　　　　第202條　交題施設危瞼致生交廼機關破襲
第201條第2項有人交通機關破壌
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第328條　強　盗
○
第293條　被拐取者國外移逡
有期懲治表
1　15年⇔6年
　　　　　第331條　臨時強盗
II　l5年曾5年
HI15年a3年
第139條　非軍用兵器等敵國交付
第217條　通貨傭造行使
第227條　欽制交書傭造
第231條　傭造欽制：交書行使
第265條第2項　封算族勇髄重傷
　　　　　　　　　　　　IV
第1狙籐　椴括外患罪
第182條第1項　重放火
第187條　重破裂
第194探第2項　田圃牧場浸害
第201條第1項　交通施設危瞼
第208條第1項永道飲料水毒化
　　　　　　　　　　　　V
第124際　大不敬罪
第125條　醤紳宮皇陵不敬罪
第143條　重外患豫備陰謀罪
第145條第1項
　脅迫
第162探
　　　　　　　封外國君主大統領暴行第195條
第153條第2項（叉ハ資格喪失）在法敗賄
　　　　看手護遙者使被拘禁著逃走
　　第266條第1項　均髄傷害致死
　　第273條　封奪属暴行重傷
　　第288條第2項　尊屡移棄致生命危瞼
　　第300條強姦
　　第302縢　準強姦
妬年e2年
　　第238條　御璽儒造、盗用、爲璽使用1
　　第259條　産見殺
　　第291條第2項後段　當習螢利拐取
　　第292條　意圖移送外而拐取
　　第335條第2項　威逼姦淫致死傷
10年⇔1年
　　第183條第1項　焼駁致生公共危瞼
　　第185際　鎭火妨害
　　第187條　破裂致主公共危瞼
　　　　　　　軍純盗水浸害致生危瞼
　　劣199條　水防妨害
　　第209條　水道損壌i垂塞
　　第2葛條　税關官吏阿片煙等輸入
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第218際：在外國流通帝國貨幣叉■・外國第290條第2須尊屡監禁陵虐
　貨幣傭造憂造行使　　　　　　　　　　第291探第2項前段　螢利拐取
第265條第1項　勇艦重傷　　　　　　　第297條第2項後段　常習螢利被拐取者
第273條　暴行重傷　　　　　　　　　敗愛
第286條第2項尊慶逡棄
　　　　　　　　　　　　VI10年→3月
第166條　爲　謹　　　　　　　　　　　第326條第1項　夜間屋内窃盗
第168條　傷鑑定、通鐸．翻鱗i　　　　第326條第2項　持兇器窃盗
第172條　誕　告　　　　　　　　　　　第338條　詐欺取財
第184際第1項重延嶢罪　　　　　　　第339條　未成年者等噺着取財
第舩5條　有償謹券傭造等　　　　　　第340條　恐喝取財
第226條　爲造等有債詮券行使　　　　　第345條　業務上横領
第228條第1項　有印公丈書爲造　　　　第349條第2項（及二千圓以下罪金）
第229條　公務員有印公女書無形儒造　　　粧物牙保
第231條　有印傭造公文書行使　　　　　第351條　公罵文書蝶棄
第291條第1項　意圖摂褻結婚而拐取
　　　　　　　　　　　　VII　7年＜→6月
第127條　i封撮政等不敬罪　　　　　　　第284條第2項　讐師等同意墜胎致死傷
第131條皇居禁苑等侵入　　　　　　第285條　無同意堕胎
第182燦第2項1自己所有無人建造物等第289條第2項尊屡逮捕監禁
　放火　　　　　　　　　　　　　　　　第296條第2項　意圖重拐取罪耕助而拐
第187探　自己所有無人建造物等破裂　　　取者牧受
第211條　阿片煙阿片片土輸入販責等　　第297條第1項　意圖隈褻而破拐取者牧
第2斑條第2項　阿片煙吸食用房屋給與　　受
　圖利　　　　　　　　　　　　　　　第297條第2項前段　意圖螢利而被拐取
第2群條　墳墓獲堀死艦損壌遣棄等　　　　者敗受
第264探第3項　劃・尊驕勇髄傷害　　　　第301際　強行狽褻
第278探　封馨属暴行傷害　　　　　　第302條　準強行狼褻
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　　　　　　　　　　　　V∬17年曾3月
第206條　永道欽料永活糠　　　　　　第325燦　窃　盗
第290條第1項　監禁凌虐　　　　　　　第353條第1項　建造物等損傷
　　　　　　　　　　　　　1×　6年衿3月
第129條　封皇族不敬罪
　　　　　　　　　　　　　X　5年θ3月
第130條　皇室尊嚴冒漬　　　　　　　第255條　賭憾開帳、博徒結合圖利
第145條第2頂　罫外國君主大統領侮辱　第264條第1項（叉ハ千圓以ド罰金）　身
第146條第1項　欝外國使節暴行脅迫　　　艘傷害
1第153條第1項（叉ハ資絡喪失）不狂法敢賄第269條第2項　封尊属暴行
第154探（叉ハニ千圓以下罰金）贈賄
第159條　被拘禁者行暴叉ハ結顧逃走
第160條　被拘禁者奪取
第161條第2項　被拘禁者逃走行暴帯助
第199條第2項　ホ利妨害田圃荒駿
第212條　阿片煙吸食器具輸入販責等
第222燦　貨幣儒造器械原料準備
第232條第1項　有印私丈書傭造
第233條（叉ハ千圓以下罰金）
　庭…理者私：文書等無形傭造
第234燦（叉ハ千圓以下罰金）
　事務虞理者私文書無形傷造
第236條（叉ハ千圓以下罰金）
他人事務第288條第1項
詐構他人第295條
　　　　　　　　　　　　　飽人事務第305條第1項
　虚理者叉ハ詐樗他人事務盧理者駈無第811條
　形爲造私丈書行使
第239條　公印傭造、盗用、傭造公印使
　用
第246條　死髄損壌逡棄等
第272條　暴行強制
第273條（叉ハ千圓以下罰金）暴行傷害
　第283條第2項　同意堕胎致死傷
第284燦第1項（叉ハ資格停止）讐師等
　同意堕胎
第286條第1項逡　棄
第287條第3項　封尊驕扶養義務不履行
　叉ハ虐待
　　　　　　　移棄致生生命危瞼
第289條第1項　逮捕監禁
　　　　未成年者拐取
第296條第1項　被拐取者敗受等
　　　　　　　威逼姦淫
　　　　脅追強制
第313條　暴行脅迫結願叉ハ常習邸宅
　侵入
第32σ條（叉ハ三千圓以下罰金）　信用
　駿損
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第321條（叉ハ三干圓以下罰金）業務妨　　第344條（叉ハ千圓以下罰金）櫨領
　害　　　　　　　　　　　　　　　　　第352條　私丈書聾棄
第333條　意圖一時使用而他入財物強取
　　　　　　　　　　　　　XI　3年←・3月
第146條第2項　外國使節侮辱　　　　　　第245條　墳墓曇堀
第157條（叉ハ五百以下罰銭）封印損壌　　第250條（叉ハ千圓以下罰金）　圖利姦
　等　　　　　　　　　　　　　　　　淫媒合
第161條第1項　被拘禁者逃走勢助　　　第254條第2項　常習賭博
第164條（叉ハ五百圓以下罰金）犯人藏第263條　不救助人命・
　匿第271條（叉ハ五百圓以下罰金）示多
第184條第2項　自己所有物嶢燈致生延　　轍威力暴行、持兇器暴行、常習叉ハ
　焼　　　　　　　　　　　　　　　　　結穎暴行
第191條（，叉・・五百圓以下罰金）五斯等第306條　欺岡姦淫
　漏出致生危瞼　　　　　　　　　　　第309條（叉ハ五百圃以下罰金）示多
第207探　飲料水毒化　　　　　　　　　轍威力脅迫、持兇器脅迫、常習叉ハ結
第214條第1項　阿片煙吸食　　　　　　　頬脅迫
策219條　意圖行使而傭造貨幣敗得　　　第312條　（うζハ五百圓以下罰金）邸宅
第223條（叉ハ干圓以下罰金）短貨類似　　侵入
　品製造等　　　　　　　　　　　　第349際第1項（叉ハ五百圓以下罰金）
第228條第2項（叉ハ玉百圓以下罰金）　　賊物攻受
　公文書無印傭造　　　　　　　　　第353條第2項（叉ハ五百圓以下罰金）
第229條　公務員無印公交書無形儒造　　　建造物輕微損壌
　第231條　無印傭造公丈書行使　　　　第354探（叉ハ千圓以下罰金）物品損壌一
第240條　公務所認讃記號儒造、盗用、　第356條（叉・・干圓以下罰金）境界撮．
　爲造記號使用　　　　　　　　　　　　　壌移動等
第241條　私印傭造、盗用、傭造私印使用
　　　　　　　　　　　　　XII2年→3月
第1嬰條（叉ハ三百圓以下罰金）外國國旗國章損壌
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第169條　準傭談：敢唆　　　　　　　　第273條（叉♪・五百圓以下罰金科料）
第170條（ヌノ・五百圓以下罰金）　誰愚灌　　暴行輕傷
　滅　　　　　　　　　　　　　　　　第283條第1項　同意堕胎
第190條放火破裂豫備　　　　　　　第287條第1項（叉・・千圓以下罰金〉扶
第199條第1項（叉ハ五百圓以下罰金）　　養義務不履行
　水利妨害　　　　　　　　　　　　　第287條第2項（叉ハ千圓以下罰金）破
第200條（叉ハ五百圃以下罰金）往來妨害　保護監督ゑ虐待
第230條第1項（叉ハ三百圓以下罰金）　第294條　意圖途外拐取豫備、被拐取者
　公正謹書原本間接爲造　　　　　　　　　迭外豫備
第248條第1項姦通　　　　第308條第1項第2項（叉♪・三百圓以下罰
第249魔重婚　　　　　金）脅迫
第256條第1項（叉♪・三干以下罰金）富第519條第2項尊驕侮辱
　籔套費　　　　　　　　　　　　　　第327條（又ハ五百圓以下罰金）意圖一
第262條　殺人殺奪屡豫備　　　　　　　時使用而他人財物窃取
第264條第2順（叉ハ五百圓以下罰金科第329條　強盗豫備
　料）身盤輕傷　　　　　　　　　　第騒2條（叉ハ五百以下罰金）意圖取財
第269條第1項（叉ハ三百圓以下罰金、拘　　而面會弓堅請叉ハ強談威迫
　留、科料）暴行
　　　　　　　　　　　　XIII　1年⇔3月
第158條第1項被拘禁者逃走　　　　　第236條傭造無印私丈書行使
第183條第2項（叉ハ三百圓以下罰金）　第251條（叉ハ千圓以下罰金）狸褻交
自己虜有物焼機致生公共危瞼　　　　　　書圖書頒布販責等
第205條（叉・・二百圓以下罰金）飲料水第252條（叉ハ干圓以下罰金）意圖項
汚磁　　　　　　　　　　　　　　　　　　布販壷而狽褻丈書圖叢製造等
第215燦　阿片煙等所持　　　　　　　　第253條（又ハニ百圓以下罰金科料）公
第230條第2項冤駅鑑札族券問援傭造　　行狽褻
第231條　聞接傭造免験鑑札族券行使　　第256條第2項（叉ハニ干圓以下罰金）
第2譲條第2項　無印私文書傭造　　　　　　富籔嚢責取家
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第282條　堕　胎　　　　　　　　　　第323條（三年以下資格停止叉ハニ千圓
第310條（叉ハ三百圓以下罰金）脅迫叉　　以下罰金）　讐師等秘密漏泄
ハ常習面會強請叉ハ強談威迫　　　　　第羅6條【叉ハ三百圃以下罰金科料）i遺
第322條（叉ハ三百圓以下罰金）信書開　　失物等横領
　披
　　　　　　　　　　　○輩一無期禁鋼無
　　　　　　　　　○　選鐸無期有期禁鋼　無
　　　　　　　　　　　○　有期禁鋼表
　　　　　　　　　　　　　1　15年⇔3年
第132條第2號前段　内胤重要者
　　　　　　　　　　　　　II　10年⇔1年
第132條第2號後段　内胤諸般執務者　　　第133條　内胤麟備陰謀
　　　　　　　　　　　　　III7年⇔3月
第134條　内飢帯助
　　　　　　　　　　　　　IV　5年⇔3月
第148探　i封外私戦企圖
　　　　　　　　　　　　　　V　3年→3月
第132際第3號　内胤附加随行者　　　　第204條第2項（叉・・三千圓以下罰金）
第149條（ヌノ・二千圓以下罰金）局外中　　業務上過失交通施設危瞼交蓮機關破
　立違反　　　　　　　　　　　　　　壌
第188際（叉ハ千圓以下罰金）業務上過第2ε5燦（若グハ資格停止叉ハ千圓以下
　失火災破裂　　　　　　　　　　　　　　罰金）　1讐師診断書傭i造等
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第236條（若クハ資格停止叉・・千圓以下　　第278條（叉♪・三千圓以下罰金）業務
　罰金）　爲造診断書筈行使　　　　　　　上過失致死傷
　　　　　　　　　　　　　VI1年⇔3月
第156條（叉ハ三百圓以下罰金）　法廷騒第205條（叉ハニ百圓以下罰金）飲料
　胤等　　　　　　　　　　　　　　　水汚糠
　　　　　　　　　　○　選揮有期懲治禁鋼表
　　　　　　　　　　　　　1　10年⇔1月
第179條前段　騒擾首魁
　　　　　　　　　　　　　II　7年⇔6月
第151條（叉ハ資格喪失若〃ハ停止）濫第179條後段（叉ハ五百圓以下罰金）
　権逮捕監禁　　　　　　　　　　　　　　騒擾共同者
第177條爆雲物罪豫備陰謀　　　　　第260傑　同意殺人、自殺加功
　　　　　　　　　　　　　III　5年β3月
第152條（又ハ資格停止）特定公務員拷　　　罪煽動
　問虐待等罪　　　　　　　　　　　　第279條　決　円
第155條　公務妨害　　　　　　　　　第318條（叉ハ五千圓以下ノ罰金）出
第174條第1項（叉ハ千圓以下罰金）兇窯　　版物二俊ル誹雲、誕諺
　組織　　　　　　　　　　　　　　第347條（叉ハニ千圓以下罰金）他人
第179條第1項（叉ハ千圃以下罰金）犯　　財産虞理者濫櫨加害
　　　　　　　　　　　　　IV　3年⇔3月
第244燦第2項訊敏禮拝等暴行妨害　　第315條第1項（叉ハ千圓以下罰金）誹肇
　　　　　　　　　　　　　V　2年⇔3月
第150條（叉♪・資格停止）濫櫨強制　　　第175條第2項、（ヌ！・五百圓以下罰金）
第174條第2項（叉ハ五百圓以下罰金）　　反法煽動
　意圖反法而結瀧　　　　　　　　　　　第180條前段　意圖騒擾聚合首魁
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第243條（叉・・三百圓以下罰金）i封紳洞第280條　決円挑慮
　佛堂等不敬行爲　死髄侮辱　　　　　第357條（叉ハ五百圓以下罰金）　公用
第2必條第1項（叉ハ三百圓以下罰金）　　丈書等隠匿使用妨害
　説数禮拝等妨害
　　　　　　　　　　　　VI　1年⇔3月
第281條　決闘立會　　　　　　　　　第317條第1項（叉ハニ百圓以下罰金）
第316條（叉ハ五百圃以下罰金）死者謎　　侮　辱
　　　　　　　　　　　　　　　　　第358條（叉ハ三百圃以下罰金、　諺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　科料）信書隠匿
　　　　　　　○　罰金表　（附科料、懲罰償金）
　　　　　　　　　　　1　名債五倍⇔50圓
第221條（叉♪・50圓未1満〈→・10圓科料）　儒造貨幣敗得後知情行使
　　　　　　　　　　　∬　200圓←〉50圓
第204條第1項　過失致生交通施設危瞼、第254條第1項（叉ハ科料）　賭　博
　交通機開破壌　　　　　　　　　　　　第277條　過失致死
　　　　　　　　　　　　III　10（》0←〉50圓
第186條　失　火　　　　　　　　　　　第276條（叉ハ科料）過失身艦傷害
第198條　過失盗水
　　　　　　　　　　　IV　500圓〈→50圓
第256條第3項（叉ハ科料）富籔授受
　　　　　　　　　　　V200圓←〉500圓
第180條後段　意圖騒擾聚合不解散者
　　　　　　　　VI　1000圓←・？圓　懲罰償金
第315燦第2項　誹　竪
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　（1）禁鋼慶ス可シ
草案ノ維持又ハ新設セントスル刑ノ種類二付テ議スベキコト
少カラザノレウチ、懲役改樗懲治ノ外現行法同様無定役ノ禁鋼ヲ
　　　　　　　　　　　　　OO維持セントスノレハ、大不賛成デアル。
現今支那ヲ除ク外、帝國ヲ始メ臥米各國ノ大多歎ハ、我ガ懲
役（草案ノ懲治）二相當スル長期有定役自由刑ノ傍二、我ガ禁鋼
二相當スル長期無定役自由刑ヲ採用ス、而シプ之ヲ採用スルハ
癒報主義帥チ和ラギタル反坐思想ヨリシ入定役部チ勢働ハ賎
務ナ入苦痛ナ入廉肚ヲ破ノレニ至ラザノレ者及ビ情獣輕キ者二
封シテノ・、宜シク定役無キ自由刑ヲ科シテ以テ情法ノ李允ヲ維
ギ、罪刑ノ椹衡ヲ保ツベシト云フニアル、草案モ全然此ノ見解
ヨリ出登シタモノデアノレコトハ、第一編第六章刑ノ適用ノ中二
掲グル左記條項二、特二明言セラレテアル。
第五十一條　同一又・・類似ノ罪種二付二同以上禁鋼ノ刑亀庭
　セラレタル者二勤シ更亀禁鋼ノ言渡ヲ爲スベキ揚合二於テ
　ハ禁鋼晶代エテ懲治ヲ科スルコトヲ得破廉恥ノ動機二因り
　罪ヲ犯シタル者ユ封シ禁鋼ノ言渡ヲ爲スベキ揚合亦同ジ
　前項ノ揚合二於テ禁鋼二該ル罪二付科スベキ懲治ノ期聞ハ
　禁鋼ノ期問二同ジ
第五十四條　道義上叉ハ公盆上特二宥恕スベキ動機二基キ罪
　ヲ犯シタル者二封シテハ懲治ノミニ該ル罪昌付禁鋼ヲ科ス
　ノレコトヲ得此ノ場合二於テ科スベキ禁鋼ノ期問ハ懲治ノ期
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　　問二同ジ
　然レドモ、（1）勢働ヲ賎務トスルハ、取ルニ足ラザル謬見デア
ル、時代想トー致セザノン錯畳デアノン、衛生、財政、脛漕、規律、
其ノ何レノ方面カラ親プモ、相當ノ勢務ヲ課スルハ、利有リプ
害無シ、（2）長期ノ囚人二封シプ勢働ヲ課セザルハ、却テ之ヲ敷
待優遇スノン所以デナイ、寧ワ苦痛ヲ威ぜシムノレモノデアノレ、（3）
刑法ハ禁鋼囚二勢役無キコトヲ以グ、優遇ノ途ナリトシ、監獄
法第十一章賞罰二關スル第六十條五ニハ、請願作業ノ十日以内
ノ停止、トイフー項ヲ掲ゲ、定役無キ禁鋼囚ノ請願二因ル作業
ヲ停止スルコトヲ以テ、罰ノー種トナシ居ノレハ、飴リニ明臼ナ
ル矛盾ニハ非ザルカ、丸4）事實ハ議論ヲ決ス、各刑務所二就キ、
ヤ・長期二亘ル禁鋼囚ニシテ、作業ヲ請願セザル者ガ何プ・ツ
エント存ルカヲ覗ルベシ、（5）現時謂ク斯ノ定役ハ彊制作業ヲ意
味スルノミデ、昔其例ヲ見タ過當ナ土工石工ノ如キ苦役ノ謂デ
ハナイ、監獄法第二十四條日ハズヤ、作業ハ衛生、経濟及ピ在
監者ノ刑期、健康、技能、職業、將來ノ生計ヲ掛酷シプ之ヲ課
ス、ト、斯ル封人主義ノ行刑法ヲ採リ、作業ノ種類モ多様トス
ノシ以上ハ、何ヲ苦ンデ無定役ノ長期自由刑ヲ存置セントスルヤ、
先例二盲從スノレノ愚ヲ捨テ、原則上総プヲ有定役ノモノトシ、
特殊ノ人物、特殊ノ事情アル揚合二限り、例外トシテ之ヲ冤除
スルノ規定ヲ探ルベキデアル。
　（2）　無期自由刑ハ存スベシ
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　無期自由刑ヲ探用シテ居ナイ、（拉二死刑ノ有無）ハ、鰍洲デ
～・Servia（有死刑）ト：Por七ug乱1（無死刑）トノニケ國デ、南米デノ・
Venezuela（無死刑）、Br乱sili（無死刑）、Bolivia（有死刑）、Urguay
（有死刑）、Peru（有死刑〉、：Ecuador（有死刑）、Colombi颪有死刑）
ノ七ケ國デアル、其ノ中南米ノP泓raguayトArgentin♪・不定
期刑制度ヲ探用シテ居ルカラ、無期刑無シトスルハ不當ノヤク
デアルガ、實際ノ・多ク十五年又ハニ＋年ノ後放免サレル手聞ク
カラ、Chiliヲ除ク外、其ノ他南米全部無期刑ヲ探用シテ居ラヌ
ト云フモ大ナノレ誤リハ無イト思フ、其ノ外中米ニテハ、Cos七か
Ric飢無死刑）、Salvador（有死刑〉。Gmtem勘la（無死刑）、Hon－
duras（有死刑）、ニテノ・無期刑無ク、Nie我ragaハ余ノ有スル材料
デハ、其ノ有無不明、北米ニテ2・合衆國及ビC＆md乱無期刑ア
リ㌔皿exiCO無シ。
　此等ノ國二於テ無期自由刑ヲ採用シナイ理由ハ、一概二之ヲ
蜥言スルコトハ出來ヌガ、主トシテ、威化ノ敷力ヲ阻害スト爲
シ、又ハ威化主義ノ實行上、囚人ノ絡身ヲ拘禁スルコトヲ要セ
ズト認メタモノラシク憶測ス、卑見ヲ以テ言ヘバ（1）刑期ガ絡
　　　　　　　　　O　O
身タノントキハ俊悔ヲ阻害スト云7者アルモ、ソレニハ別二假出
獄及ゼ恩赦ノ途ガアツテ、自新ヲ促スニ何等差支ハ無イ、（2）絡
身拘束スルコトナクトモ、能ク威化ノ敷ヲ奏スルコトヲ得ノソモ
ノノミナリートハ、輕々シク信ズ可ラザル言ナリ、此ノ如キハ傍
ホ多薮ノ實験ヲ積ムニ非ザレバ、容易二之ヲ噺定スル能ハザル
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斯デアル、（3）故二無期自由刑ハ死刑二次グ相封淘汰ノー方法ト
シテ、傍ホ之ヲ保存スルノ安全ナルニ如カズト思ハル。
（3〉　有期刑ノ法定量　（省拘留而言）
有期ノ懲治及ピ禁鋼一般ノ長期短期ヲ、十五年以下三月以上
ト爲シ、第二編二於テ之ヲ各罪二科シタル法定分量ヲ親ル㍉
前掲ノ表ノ示ス通フ
○有期懲治
1　　15年←→6年　　2條
II　15年←→5年　　1條
III15年←→3年　　10條
工V　15年←→2年　　11條
V　10年←→1年20條
VI　10年←→3年　18條
VII7年←→6月　16條
VIII　7年←→3月
IX　　　6年←→3月
X　5年←→3月
XI　　3年←→3月
Xlr　2年←→3月
XIII　1年←→3月
???????????????
此ノ中15年ノ長期ヲ同ジクスル1乃至IVヲ、短期二依テ
ニ種二減ジ、3月ノ短期ヲ同ジクスルVIII乃至X皿ヲ長期昌
依テ、三種位二減ズルコトヲ得ルモノト信ズ。
O有期禁鋼
1　　15年←→3年　　1條　　　IV　　5年←→3月　　1條
II10年←→1年　7條　　V　3年←→3月　7條
皿［　7年←→3月　1條　　VI　1年←←3月　2條
第五十一條二依リ、懲治二換一得ルコトヲ認メ、而シテ起草
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者ガ、先ヅ禁鋼ノミヲ科シタノン個條ノ如何二少キカヲ見ルベシ
　（4）　有期懲治有期禁鋼ノ選揮
1　　10年←→1年　　1條　　　IV　3年←→3月　　2條
II　7年←・→6月　4條　　V　2年←→3月　8條
III　5年←→3月　　7條　　　VI　1年←→3月　　4條
此ノ如ク期問ヲ六種二分チ、而シテ同一期問ノ懲治ト禁鋼ヲ
選鐸シ得ルコトヲ、特二第二編二規定シタルニ付テ・次ノ疑問
ヲ生ズ。
1．第五十四條二、道義上又ハ公盆上特二宥恕スベキ動機二墓
キ罪ヲ犯シタル者二封シテハ懲治ノミニ該ル罪二付禁鋼ヲ科ス
　　　　　　　　　　O　Oルコトヲ得、ト云ヘル懲治ノミノ嚇ハ、懲治叉ハ罰金ト云ヒ罰
　　　　　　　　ロ　の金ノ選揮ヲ准シタ懲治ヲ除クノ意ナルカ、第二編二於プ懲治罰
金ノ選揮ヲ准シタ條文ガ四十三ノ多キニ上レルコトヘ前掲有
期懲治表ノ示ス通リデアル、若シ之ヲ除クノ意ナランニヘ何
ガ故二懲治カラー足飛ゼニ罰金ニマデ換ハルコトヲ得ル罪二付
プ、禁鋼二換ハルコトヲ准ス能ハザルカ。
　　　　　　　ユ｝レ2．若シ叉第五十四條ノ懲治ノミノ麟ガ、法律自身二於テ懲治
　　　　　　　　　o　o叉・・禁鋼ト云ヒ、其ノ選繹ヲ明掲シタノレ場合二非ズト錐モノ意
味ナリセバ、其ノ措解極メテ不當デァル、改正セザレバ誤解ヲ
來サ・’ルヲ得ナイ。
　3・第五十四條ノ懲治ノミノ鱒ガ、選揮罰金ノ件フ場合ヲ含ム
ト假定シ、之ト第五十一條ノ、破廉肚ノ動機二因り罪ヲ犯シタ
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ノレ者二封シ禁鋼ノ言渡ヲ爲スベキ揚合二於テハ禁鋼二代ヘテ懲
治ヲ科スルコトヲ得。ト云ヘル規定トヲ併セ考7ルトキノ＼廉
耽ヲ破レルト否トヲ分チ、常二懲治ハ禁鋼二、禁鋼ハ懲治二代
7ルコトヲ得ルノ結果ト爲り、第二編二於ケル懲治禁鋼選揮ノ
規定ハ、何等ノ必要無キモノト爲り終ル可シ。
4．論ジプ此所マデ進メノヘ民國ノ刑律ノ如ク、総テノ自由刑
ヲ有定役ノモノトシ、即チ禁鋼ヲ腰シ、刑法叉ハ行刑法二於テ㌧
動機其ノ他ノ情妖二因ヲ、定役ヲ兎スルコトヲ得ルノ制度二賛・
成セザルヲ得ナイノデアノレ。
（5）　公私ノ尊卑
法定刑ノ分量ヲ比較考察スルニ、公文書又ハ公用文書ト私文
書、公印ト私印等二付プ、共ノ多寡ノ相違ガ蝕リニ甚シク、現
代二於ケル私關係帥チ民問ノ事項ヲ輕親シ、官奪民卑ノ随習ガ
飴勢ヲ保ッテ居ル。改メタシ。
（6）　懲罰償金
誹致罪二關シ
第三百十五條　公然事實ヲ摘示シ入ノ名轡ヲ殿損シタノレ者ハ
　三年以下ノ懲治若ハ禁鋼又ハ千圓以下ノ罰金二庭一ス
　被害者ノ請求アル場合二於プハ事實ノ眞否ヲ判断シ謎周二
　出デタルモノト認ムルトキハ刑二併セテ千圓以下ノ懲罰償
　金ヲ科スルコトヲ得
　前項ノ償懲償金ハ之ヲ被害者二交付スルコトヲ得但シ其ノ
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　意思二反スルトキハ此ノ限二在ラズ
　ト云フ規定アリ、叉懲罰償金ト云7欝ヲ見ルハ止タ此ノーケ
條ノミデァル（1）第二：項ノ冒頭二所謂被害者ノ請求ハ、摘示セ
ラレタ事實ノ眞否ノ判噺ヲ請求シタル場合二於テハノ意昧デア
ツテ、懲罰償金ヲ科スルノ講求ヲ指シテ言フニ非ザルコトハ、
第三項其ノ交付ヲ受クルコトヲ拒ム場合ガ掲ゲプアルニ因テ明
デアル、被害者ノ講求アルト否トヲ問ハズ、懲治、禁鋼、特二
罰金ノ外二科スルコトヲ得ル此ノ懲罰償金ナルモノヘ刑罰ナ
ソヤ否ヤ、刑罰二非ズトセバ損害賠償ノ性質ヲ有スルモノナリ
ャ、若シ然リトセバ被害者ヨリ爲ス私訴ノ形式二依ルベキコト、
今日ト同様ナノレヲ可トセザルカ、（2）刑罰ニモ非ズトセ陣、被害
者ガ其ノ交付ヲ受クルコトヲ欲セザルト紙第三項二依リ國家
ノ所得ト爲ル可ク、其ノ場合ハ如何ナル性質ノ牧入ナルカ、余
ノ淺學之ヲ識ル能ハズ、
　　　其十二　第六章　刑ノ適用
　（1）　罪情重輕考察ノ資料
第四十八條　刑ノ適用二付テハ主観及客観ノ事情ヲ併セテ考
　察シ特二左ノ事項ヲ参酌スベキモノトス
　ー　犯人ノ性向。情操、経歴、遺傳及環境ノ良否
　二　犯罪ノ常習ノ有無
　三　犯罪ノ動機忠考其ノ他道義上叉ハ公盆上特二非難スベ
　　キモノナリヤ叉ハ宥恕スベキモノナリヤ
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　四　犯罪ノ動機恐怖、狼狽、挑登、監督關係二基ク威迫、
　　群集暗示其ノ他之二類スル事由二基クモノナリヤ否
　五　親族、後見其ノ他ノ監督關係又ハ師弟ノ關係ヲ濫用又
　　ハ蔑親シテ罪ヲ犯シ又ハ罪ヲ犯サシメタルモノナリヤ
　　否
　六犯罪ノ手段惨酷、巧妙叉ハ大規模ナリヤ否
　七犯罪二因り登生シタル危害ノ大小輕重
　八罪ヲ犯シタル後臨悟シテ損害ノ賠償ヲ爲シ其ノ他實害
　　ヲ減輕スル爲努力ヲ爲シタリヤ否
第四十九條　罰金ノ適用二付テハ犯人ノ経濟状態及犯罪行爲
　二因り得タル物ノ債額ヲモ滲酷スベキモノトス
以上ハ該管公務員ノ注意ヲ促スマデニシテ、之ヲ拘束スルノ
敷力無シトハ云へ、之ヲ掲ゲテ特二其ノ注意ヲ促サントスルハ
洵二其ノ當ヲ得タル提案デアノレ、西班牙系統二属スル刑法ノ殆
ド其ノ至部二、同趣旨ノ規定アリ、参考マデニ其ノ西班牙ノ文
ヲ掲グ
　第一編第一章第三節　罪責ヲ減輕スノレ情状二就テ
第九條　減輕ノ情状
第一　前笛二明示セラレタル情状（註、正當防衛緊急避難等〉
各其ノ場合二於テ責任ヲ除斥スル爲二必要ナル要求一切ノ競合
セザルトキ
第二　答責人未満十八歳二係ルコトノ情状
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第三　犯罪入登生シタル所ノ如キ爾ク重大ナル害ヲ惹起スル
故意ヲ有セザソシコトノ情状
第四　被害人ノ方面ヨリノ相當ナル挑登或ハ脅迫直接二居先
セシコトノ情状
第五　罪ノ正犯、其ノ配偶、其ノ嫡、私或ハ養奪属、卑麗、
兄弟姉妹或ハ同等二在ル姻族二封シ惹起セラレタル重大ナル曲
事ノ近接復讐二於テ所爲ヲ實行セシコトノ情状
第六其ノ常習或ハ犯罪計書後二非ザルトキ醗酒ノ状態二於
テ所爲ヲ實行スルコトノ情状
裁判所ハ人物及ビ所爲ノ情状ノ観察ヲ以テ如何ナノレトキ酉盟酉
ノ常習ト思惟セラノレベキカヲ解快スベシ
第七　自然二充奮（Aroba七〇）及ピ蒙混（Obcec＆cion）ヲ登生セシ
底二爾ク有力ナノソ刺戟（：Es七imulos）二因り行動スルコトノ情歌
第八　而シテ最後二、何タノレヲ問ハズ、他ノ前藪者ト同檬ナ
ル本質及ピ類似ノ情状
　　第四節　罪責ヲ加重スル情状二就テ
第十條　加重ノ情状左ノ如シ
第一　被害者ガ加害人ノ配偶或ハ嫡、私或ハ養尊薦、卑属、
兄弟姉妹或ハ同等高在ル姻族二係ノンコト
此情状ハ裁制所、罪ノ本性及ビ成果二從ヒ加重或ハ減輕ノモ
ノトシテ佑憤スル爲メ之ヲ掛酌ノ内二加フ可シ
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第二　陰瞼ヲ以テ斯爲ヲ實行スルコト
陰瞼ハ餐責入ガ實行ノ際二被害人ノ爲スコトヲ得ベキ防衛ヨ
リ起ル自己ノ身膿二i封スル危瞼無ク、直接且特別二之ヲ保障ス
駈認ムル所ノ手段、様式或ハ形式ヲ使用シ以テ身艦二封スル罪
ノ貌カヲ犯ストキニ存ス
第三　代憤、補償或ハ期約ヲ手段トシヲ罪ヲ犯スコト
第四　盗水、放火、毒、破裂、船舶ノ欄坐或ハ企圖ヲ以テ惹
起セラレタル海損、機關車ノ脱線ノ手段二依り或ハ大荒屡ヲ致
生スル他ノ計略ノ行使ヲ以テ之ヲ實行スノンコト
第五　印刷、石版、爲眞ノ手段或ハ公刊ヲ容易ニスル所ノ他
ノ類似ノ手段二依り罪ヲ艦現スルコト
此情駅ハ裁判所、罪ノ本性及ビ成果二從ヒ加重或ハ減輕ノモ
ノトシグ佑領，スル爲メ之ヲ斜酷ノ内二加7可シ
第六　其ノ實行ノ爲メ不必要ナル他ノ諸害ヲ惹起シ以テ殊更
二罪ノ害ヲ増大スルコト
第七　明認セラレタル豫謀ヲ以テ行動スルコト
第八　偽計、詐害或ハ墜装ヲ使用スルコト
第九　防衛ヲ削減スル所ノ優勢ヲ濫用スルコト或ハ手段ヲ使
用スルコト
第十　信任ノ濫用ヲ以テ行動メルコト
第十一　答責入把持スノγ斯ノ公ノ資格ヲ利用スルコト
第十二　罪ノ固有ノ成果二破廉恥性ヲ加7ル手段ヲ使用スル
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コト或ハ情状ヲ競合セシムルコト
第十三　出火、難般若クハ池ノ憂災或ハ不幸ノ機會ヲ以テ罪
ヲ犯スコト
第十四　武装シタノレ輩或ハ無刑ヲ保障或ハ給與スノレ入物ノ援
助ヲ以テ之ヲ實行スルコト
第十五　夜問ヲ以テ或・・邊鄙二在リテ、或ハ邊鄙二在り且武
装團禮二於テ之ヲ實行スルコト
此情状ハ、裁判駈、罪ノ本性及ビ偶有性二從ヒ之ヲ斜酌ノ内
二加フ可シ
第十六　公憲ノ輕蔑二於テ或ハ曲事ヲ以テ之ヲ實行スルコト
第十七　答責入嚢二法律ガ同等或ハー暦重キ刑ヲ示ス所ノ罪
二因り或ハー層輕キ刑ヲ示ス所ノニ或ハー層多薮ノ罪二因り罰
セラレシコト
此情歌ハ、裁判所、犯罪人ノ情朕及ビ罪ノ本性及ビ成果二從
ヒ之ヲ斜酌ノ内二加7可シ
第十八　累犯二係ルコト
累犯ハ答責人一ノ罪二因り審判セラルル際、此法典ノ同章内
轟包括セラレタル別罪二因り有執行力二庭刑セラレテ在ルトキ
ニ存ス
第十九　紳聖ナル場所二在リテ、國會或ハ國ノ元首ノ殿堂二
在リテ或ハ其面前二在リテ或ハ公憲其職ヲ施行シツツアル所二
在リテ罪ヲ犯スコト
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第二十　位階、年齢或ハ性別二因リ被害人ノ値スル所ノ奪敬
ノ曲事或ハ輕蔑ヲ以テ或ハ事ヲ挑登セザリシトキ其ノ佳居二在
リテ所爲ヲ實行スルコト
第二十一　瞼越ヲ以テ之ヲ實行スルコト
鍮越ハ其用晶充當セラレタルモノニ非ザル所ノ途ヨリ進入ス
ルトキニ存ス
第二十二　障壁、屋蓋或ハ敷眉ノ挟開ヲ以テ、若クハ門戸或
ハ窓聰ノ破確ヲ以テ之ヲ實行スルコト
第二十三　答責人浮浪者二係ルコト
浄浪者トハ財産或ハ牧入ヲ有セズ亦李常業務、技術或ハ事務
ヲ施行セズ、職務、充用、工藝、合法ノ作業或ハ何等其他！替・
生ノ正當且明認セラレタル手段ヲ把持セザル者ヲ指シテ言フ縦
令結婚シ且一定ノ佳所ヲ有スト錐モ亦爾リ
（2）　酌量加重ノ規定ヲ設ウベシ
草案ニハ第五十七條ノ酎量減輕、第五十八條ノ酌量換減ノ外、
第五十一條二禁鋼二代ヘテ懲治ヲ言渡スコトヲ得ル場合、第五
　　　　　　　　　　〇〇十二條二罰金二代へ叉ハ之二併セ斉一年啄下ノ懲治叉ハ禁鋼ヲ
科スルコトヲ得ル場合、第五十三條二懲治叉ハ禁鋼二罰金ヲ併
　　　OO科スルコトヲ得ル場合ヲ、定メテ、幾分現行法ノ不備ヲ補ハン
　　　OOトハシタレド、其ノ事由ヲ第五十一條ハ破廉恥、第五十二二條ハ
罰金ノ庭刑二同以上、第五十三條ハ螢利ノ關係ト限定シタルガ
故二、純然タル酷量加重二非ザルノミナラズ、其ノ範園モ亦狡
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キニ過グ、元來裁判官二情斌認定ノ減輕権ヲ認メナガラ、其ノ
加重権ヲ認メナイノハ、是レ亦奮習二捕ハレタ謬見デアル、（草
案第六十四條所定ノ累犯加重、第六十九條所定ノ競合犯加重ノ
ニハ必加二非ズシテ得加タルガ故二・之ヲ酌加ノ例トシテ墨グ
ルコトヲ妨ゲナイガ、斯ク法律二俳リ其ノ事由ヲ限定セザル酷
加権ヲ認ムペキモノト信ズ）余先二大清刑律ノ草案ヲ編纂スル
際二、特二酷加ノ規定ヲ加ヘントシタルモ、委員ノ多薮決二因
り上奏案ハ之ヲ削ソタル爲メ、現行民國刑律ニモ其ノ制ヲ敏ケ
ド、民國（大正）四年ノ修正刑法草案ニハ、次ノ條文及ビ理由書
アリ、以テ滲考ト爲スニ足ラン、第一編総則第十一章酌加酷減
　　　　　　　　　　　　　　　　Q　O第五十玉條　犯人ノ心術、犯罪ノ損害及ゼ其他ノ情節ヲ審按
　シ本刑一等或ハニ等ヲ加重或ハ減輕スルコトヲ得
　　　　　　　　O　Q　法律二依り加重或ハ減輕スルモノモ傍ホ前項二依り本刑ヲ
　加減スルコトヲ得
理由　本案（前清末二上奏シタ草案郎チ現行民國刑律）ハ原案
（余ノ起草シタルモノ）ノ自由裁量ヲ改メタリ、誠二審判官酌奪
ノ鹸地無ク、公李ノ審判ヲ爲シ難キコトヲ恐ル、故二（民國四
年ノ修正草案ハ）特二一等或ハニ等酎加ノ規定ヲ設ケ、籍リテ
　　　　　　　　　　　O　O　　　　　　　　　　　力
其ノ窮ヲ捌フ・或ハ疑ハン酌加ノ規定ノ法2＼各國ノ通例二無キ
　　　スク　　　　　　　　　　Q　O
所ナリト、謂7二酷減有リテ而モ酌加無キハ、乃チ博愛時代ノ
　　　オモ遺習二沿フモノ、立立二學理二根篠スノレニ非ズ、既二酎減ヲ許ス、
　　フ何ゾ猫り酌加ヲ准サ“ルヤ、此ノ種ノ権限ヲ濫用スルコトヲ慮
　　　　　ユル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オモン
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ハカルガ如キハ、人ヲ用フルノ當否二在リテ、法ハ固ヨリ答二
任ゼザルナリ（下略）
若シ我ガ國二於テモ、コレト同趣旨ノ制度ヲ設ケントナラノヘ
其ノ範園及ピ條文ノ措群等二付キ、十分ノ注意ヲ要スベキモ、
裁判官二認定ヲ以テ輕減スルコトヲ得ル能力腕前アルヲ認メナ
ガラ、同ジク認定ヲ以テ加重スノγコトヲ得ル能力腕前アルヲ認
メナイノハ、片輪ノ制度タルコトニ付テ、何ノ疑モ無イ、先例
又・・外國ノ例建カリ観ナイデ、少シハOrigin飢ノ制度ヲ設ケタ
イデハナキカ、，
　（3）　裁判公示費負捲ノ性質
第六十二條　公盆ノ保持叉ハ被害者ノ重要ナル利盆ノ保護ノ
　爲必要アルトキハ刑ノ言渡ヲ受クル者ノ負捲二於テー種乃
　至三種ノ新聞紙二一同乃至三同判決ノ至部叉ハー部ヲ公示
　スベキ旨ノ宣告ヲ爲スコトヲ得
　被害者ノ利盆ノ爲ニスル判決公示ノ宣告ハ其ノ請求アル揚
　合二限り之罪ヲ爲スコトヲ得
　被告事件罪ト爲ラザル爲叉ハ犯罪ノ謹明若ハ嫌疑ナキ爲被
　告人二封シ無罪叉ハ冤訴ノ裁判ヲ爲ストキハ裁判公示ノ宣
　告ヲ爲スコトヲ得
　前項ノ揚合二於テ告訴人叉ハ告登人二故意叉ハ過矢アリタ
　ルトキハ其ノ者ヲシテ其ノ費用ヲ負捲セシムルコトヲ得
　ト云フ提案アリ、其ノ趣旨二付テハ賛成デアルガ、其ノ負罐
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二付テハ、第三百十五條ノ懲罰償金同様、性質ヲ識ラヌカラ、
識者ノ示敏ヲ乞フ。
　其十三　第七章　累犯及競合犯ノ庭分
累犯及ゼ競合犯ヲ罪ノ駅態トシテ観ルトキハ、其ノ規定ヲ第
四章共犯ノ後第五章刑ノ前二置クヲ相當トス、然レドモ爾者共
科刑ノ方法ヲ定ムルコトガ重要ナル黙ヨリ観レバ、草案ノ如ク
第六章ノ刑ノ適用ノ次二置クヲ便利トスベキデアル。
（1）　累犯二關シ草案第六十三條第一項㍉懲治ノ執行ヲ絡
ソ叉ハ死刑若ハ懲治ノ免除ヲ得タル後五年内二犯シタル罪二付
キ更昌有期懲治二庭スベキトキハ之ヲ再犯トス、Mフ規定ア
リ、現行法五十六條二、懲役二庭セラレタル者其執行ヲ終リ又
ハ執行ノ免除アリタル日ヨリ五年内二更二罪ヲ犯シ有期懲役二
庭スベキトキハ之ヲ再犯トス、ト云ヘルト同一ノ規定ノ仕方デ
アノレガ、爾者何レモ再犯、三犯ノ定義ヲ示スモノデナク、再犯
三犯ニシテ刑ヲ加重スルコトヲ得ル揚合ヲ墨ゲタノデアノン、從
ツテ爾者共適當ナ書キ方デナイ。
不定期珊一藪次ノ庭刑ヲ受ケ、傍ホ俊改セザル常習犯二封
シ、不定期刑ヲ言渡スノ制ハ、米國卒先シヲ之ヲ施行シ、爾來
之二倣ヘル邦國少カラズ、其ノ詳細ハ他ノ機會昌譲り、舷ニハ
專ラ草案ノ採用セントスノレ所ヲ示スニ止メルコト・スル、固ヨ
リ双手ヲ墨ゲテ賛成スル所デアル。
第六十六條　岡一又ハ類似ノ罪種二付再犯ノ前科ヲ有スル常
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　習犯入二饗シ有期懲治ヲ科スベキ場合二於テ三犯以上ノ加
　重ヲ爲シ且法律上ノ減輕ヲ爲スモ彷ホ長期五年以上ナルト
　キハ判決主文二其ノ長期ヲ示シ不定期刑二庭スル旨ノ言渡
　ヲ爲スベシ
　同一又ハ類似ノ罪種二付三犯以上ノ前科ヲ有スル者二封シ
　有期懲治ヲ科スベキ場合亦前項二同ジ
　前條ノ規定ハ裁判確定後二於テ前項二依り不定期刑二庭ス
　　　　　　　　　　　0　●　●　●　 ●　ベキ者ナルコトヲ登見シタル場合二之ヲ準用ス
序上第六十六條第三項二所謂前條ノ規定ハ、裁判確定後累犯
者タルコトヲ登見シタルトキハ、累犯ノ刑ヲ定ムルコトヲ得レ
ド、懲治ノ執行ヲ終り叉ハ其ノ免除アリタノレ後ニハ、斯ル科刑
ヲ爲サ・ッレ旨ヲ示シタモノデアノ汽勿ホ同第三項二、前項二依
　　　　　　　　　　　　　　　　●　●　●　●り不定期刑二庭スベキ者、トアルハ前二項二依り、ト籏張スル
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●　●　●　●　 ●
ヲ可トスベキカ、
　（2）競合犯一一一即チ現行法ノ所謂併合罪二付キ草案
第六十七條　確定裁判前二於ケル藪同ノ罪ヲ競合犯トスー個
　ノ行爲ニシテ藪個ノ罪名二鰯ル・モノ亦同ジ
　ト云7規定アリ、現刑第五十四條後段ノ牽蓮犯、第五十五條
ノ漣綾犯二關スル規定ヲ除去シタルノ當否二付テハ、伍ホ再考
ノ蝕地アル壬ノト思ハノン。
　　其十四　第八章　刑ノ猫豫及罪ノ発除
　（1）　刑ノ猶豫一二關スル草案ノ規定ハ、現行法ヨリモ其
刑法改正豫備草案略評 73
ノ範園ヲ援張シタノレノミナラズ、多年ノ経験ヨリ必要ヲ認メタ
ー規則ヲ補充セントシタルハ大二良シ。
　第七十五條　三年以下ノ懲治、禁鋼又ハ資格喪失、資格停止
　ノ言渡ヲ爲スベキ揚合二於テ本人罪ヲ犯ス前五年以内二資
　格停止以上ノ刑昌庭セラレタノレコトナキ者ナルトキハー年
　以上五年以下ノ期問其ノ刑ノ執行ヲ猶豫スルコトヲ得
　五百圓以下ノ罰金ノ言渡ヲ爲スベキ場合二於テ本人罪ヲ犯
　ス前三年以内二罰金以上ノ刑二庭セラレタノレコ1・ナキ者ナ
　ルトキハ六月以上三年以下ノ期間内其ノ刑ノ執行ヲ猶豫ス
　ルコトヲ得
　本法二定ムノレ罪ヲ犯シ拘留叉ハ科料ノ言渡ヲ爲スベキ場合
　二於テ本人罪ヲ犯ス前一年以内二刑二庭セラレタノレコトナ
　キ者ナルトキハ六月以上一年以下ノ期聞内其ノ刑ノ執行、ヲ
　猶豫スルコトヲ得
　刑ノ執行猶豫ハ特二欄諒スベキ情駅アヲテ再ビ罪ヲ犯ス虞
　ナク且公盆上害ナシト認ムル場合二非ザレ・“之ヲ言渡スコ
　トヲ得ズ
　現行法ガ執行ノ猶豫ヲ言渡スコトヲ得ル刑ヲ、二年以下ノ懲
殺又ハ禁鋼二限定シタルニi封シ、草案ハ之ヲ三年以下ノ懲治禁
鋼等二推籏シ、且罰金、拘留、科料ノ執行ヲモ之ヲ猶豫スルコ
トヲ得ルモノトセントシタルハ大二良シ、元來本制度ハ監獄二
牧容スルニ因リテ生ズル害ヲ避ケンガ爲メ、一定ノ自由刑ノ言
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渡叉ハ執行ヲ猶豫スルコトニ始マリ、更二其ノ思想ヲ布延シテ、
執行ヲ猶豫シテ却テ俊改ヲ促シ再犯豫防ノ敷果アラバ、罰金ノ
執行猶豫ヲモ加フベシト爲スニ至り、途二我ガ草案モ之ヲ納レ
ヨウトスルソデアノレo
　（2）　宣告ノ猶豫ト罪ノ冤除
第八十一條　六月ノ懲治叉ハ禁鋼以下ノ刑ヲ言渡スベキ場合
　二於テ刑ノ執行猶豫ノ要件具備シ情状特二欄諒スベキモノ
　ト認ムルトキハ罪ト爲ルベキ事實ヲ認定シテ刑ノ宣告ヲ猶
　豫シ又ハ罪ヲ免除スル コトヲ得
　前項ノ規定二依り刑ノ宣告ヲ猶豫スルニハ左二掲グル事項
　ノ全部又ハー部ヲ命ジ其ノ遵守ノ宣誓ヲ爲サシムベシ
　ー　住居ヲ定メ正業二從事スルコト
　ニ　不良ノ徒ト交際セズ叉ハ裁判所ノ指定スル場所二出入
　　セザノンコト
　三　酩酊二因フ罪ヲ犯シタノレ者二付テハ酒類ヲ飲用セザル
　　コト
　四　其ノ他善行ヲ保持スル4ト
叙上宣告ノ猶豫及ゼ罪ノ免除二付キ参考トナノゾモノ次ノ如シ
A　英吉利　該國ノ法官～・古ヨリCommun　Law二擦り、一
定ノ事件二限り、被告人ヲシテ品行改善ノ誓約ヲ爲サシメ、其
ノ審判又ハ刑ノ言渡ヲ無期二延期スル職穫ヲ有シ、此ノ普通法
ハ今モ傍ホ有敷デアノレ。
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Engla面　ニテハ序上普通法ノ傍二、主トシテ十六歳未満ノ
者二適用スル爲メ、1879年＝明治十二年以降、略式裁判法施行、
其ノ第十六條次ノ如シ。
第十六條　略式裁判二於テ案件ノ事實輕微ナルノ故二因り刑
　二塵スルコトヲ要セズ又ハ名義上ノ刑ヲ言渡スヲ便利ト認
　ムノシトキハ
　ー　被告人二責任有リトノ裁判ヲ爲サズ以テ科刑ノ請求ヲ
　　棄却ス但シ必要ナル場合二於テハ四十二志以下ノ損害
　　賠償ヲ命ズルコト
ニ　又ハ被告人二責任有ルコトヲ言渡シタノレ上保謹金ヲ納メ
　　ヌ！・納メズ呼出次第法廷二到り刑ノ言渡ヲ聴取スベク
　　且其ノ問晶行ヲ愼ムベキ旨ノ誓約書二署名セシメ條件
　　附ニテ放免スルコトヲ得
　Eng墨and，Sco七land，Irel油d，1887年＝明治二十年以降　初
犯者試験法施行　略同趣旨
　Canada　1889年3月20日　某種初犯者試験法公布　同年
7月1日施行（刑971條一974條）
　西部濠洲1892年2月1日　某種案件初犯者試験法施行（Ca賂
一da及ゼ濠洲ノ規則ハ全部英本國法ヲ徹ヒタルモノ）
：B　M＆s勘chusette　該州二於テ言渡猶豫法ヲ探用スルニ至レ
ノシニ個ノ資料ノ。1、　’・Birmingham二於テ皿atthew　Daven－
port　IHillト名クル英吉利ノ法官ガ、1842年カラ1854年（天保13
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年一安政元）二至ノレ十二年ノ間二實行シタ言渡猶豫ノ成績ヲ登
表シタ防罪法改良論＝Sugges七i・n　f・r　the　rel）ressi・n　of　crimeニ
シテ。1・～・1869年（一読1870年＝明治三年）以降Bos七〇n市監設
ケラレタ後見員銑ate慰entガ裁判所二封シテ爲シタ、幼年罪
犯者ノ刑ノ言渡猶豫ノ請求ノ成績デアル、其ノ成績ノ良好ナル
ヲ観テBos七・n市ニテハ1878年布告第190號試験吏prob乱tion
〈茄cer法ヲ試行シ、最初其ノ任二當ッタノハ同市元警親総監
Sa鴨ge氏デ、氏・・1892年10月身ヲ終ルマデ熱心斯ノ事二從ツ
タ、刑ノ言渡又ハ執行ノ猶豫制登達史上、特筆セザル可ラザ
ノレ者ノー人デアル、其ノ布告施行後二年ノ1880年以降、全マ州
各市随意二之ヲ實施スルコトヲ得ルモノトシ、次デ1891年
（明治24年）3月28日附Act七〇provide　for　the　apPointmen七〇f
proba七ion　o伍cers二依リ、全マ州二試験吏二依ル言渡猶豫請求
ノ法ヲ強行スルニ至ッタ。
C　New－Zea臨nd　1886年（明治十九年）施行込n　ac七to：permit
t五ec・n砒i・mhele乱sef・rthe臨t・丑bndersf・rpr・b頷・nof
good　conduct2・、全・ク前記マ州ノ言渡猶豫品行試験法ヲ襲用シ
タモノデアルo
D　Neuch会telニNeuenburg1891年2月12日公布、団年7月1日
施行ノ刑法二規定スル所ハ、臥洲大陸ノ猶豫制度中最モ米國二
近キ言渡猶豫制度デアル。
E　米國　1901年中、英國風ノ善行誓約品行試験ノ爲ノ言渡
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猶豫豫法ヲ探用スルコトニ十七州ノ多キニ達シタ。
：E　ReW－Yorkニテ・・1901年9月1日以降、言渡猶豫法ト執行
猶豫法トヲ併セテ施行スルニ至ツタ。
　　　　其十五　第九章　假程放
草案ハ現行法ノ假出獄ト云ヘルヲ改メテ假繹放ト名ツケ、且
之ヲ爲スコトヲ得ノレ要件二關シ、亥ノニ條ガアル
第八十六條　懲治叉ハ禁鋼ノ執行ヲ受クル者行状善良ニシテ
　左ノ條件（要件ト改ムルヲ可トス）ヲ具備シ將來再ビ罪ヲ犯
　スノ虞ナキニ至リタルトキハ行政官磨ノ庭分ヲ以テ假二羅
　放スルコトヲ得
　一・有期刑二付テハ其ノ刑期ノ三分ノー、無期刑二付テハ
　　十年ヲ経過シタノントキ
　ニ　居住及生計上ノ支障ナキトキ』又ハ住居ヲ定メ正業二從
　　事スルノ機會確實ナルトキ
　前項ノ庭分二付テハ損害ノ賠償アリタルヤ否特晶本人力損
　害ノ賠償ヲ爲シタルヤ叉ハ賠償二努ムルヤ否ヲ滲酌スヘシ
第八十七條　不定期刑（其十三（1）累犯ノ項参照）ノ執行ヲ受
　クル者其ノ長期ノ四分ノーヲ経過シタルトキハ刑務委員會
　ノ議ヲ経テ前條ノ庭分ヲ爲スコトヲ得
本制度ハ現今二於テハ世界各國到ル所二探用セラルト云7
モ、大過無キマデニ廣マレル所デアルガ、我ガ國ニテハ明治五
年d872年11月29日附監獄則第八條二。准流ノ囚能ク獄則ヲ守
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り工役昌勉ムルコト他囚二勝ル者ハ第一等期限ノ牛ヲ過ギ放菟
スル特典アリ但シ徒刑以下年限短キ者ニハ此典ヲ施サズ。終身
懲役ノ者ハー等二進ムノ後三年ヲ経ル晶非ザレバ特典ヲ施スコ
トヲ聴サズ。トアルヲ其ノ登芽ト爲シタノシガ、翌明治六年四月
二至り、該監獄則全部ノ施行ヲ見合ハスコト・ナリテー旦沿滅
シ、明治十五年一月一日善刑法第五十三條乃至第五十七條二於
テ、略ボ現行法及ゼ草案ト同趣旨ノ制度ガ施行セラルルニ至ツ
タQ
無期自由刑　二付テ之ヲ適用スルコトヲ認ムルハ、日本、　
牙利、填太利、白耳義、勃牙利、剛果、支那（佛蘭西ハ移民地
二在ル無期徒刑ノ囚二限定シ、英國ニテノ・習慣上類似ノ臨機庭
分ヲ爲ス例アリ）等デ、北米合衆國ニプノ＼州獄二於テ執行ス
ル無期叉ハ長期ノ自由刑囚㍉例外トシプ假出獄ヲ許スコトヲ
得ルモノトサレプ居ル。
反此猫逸、瑞西、丁抹、Croati、和蘭及ピ伊太利二在リテハ、
無期ノ自由刑囚二假出獄ヲ適用セズ。
假出獄ハ囚人ノ翫往二鑑ミ將來ヲトシ、其ノ改俊ヲ奨働スル
封人政策デアル、無期ノ自由荊囚ト難モ、眞心悔俣シテ再犯ノ
虞無キニ至ル者、其ノ實例有り、此ノ類ノ者二封シ、之ガ適用
ヲ除斥又ハ制限スル法制ハ、叢ク不條理デアル◎
短期自由刑　諸國ノ立法例ノ多籔ハ、假出獄ヲ短期自由刑二
適用セズ、之ヲ除斥スル方法二下記三様アリ、而シプCroati
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｝日本トハ法律上殆ド無制限デアル
　A　最短期ヲ示シ若干年月以上ノ刑二限定スル例
　七年以上ノ有期懲役　丁抹
　六年以上ノ有期懲役　Br乱訟
　三年以上ノ有期自由刑　和蘭、伊太利、支那
　二年以上ノ有期自由刑　Mexico，葡萄
　一年以上ノ有期自由刑　濁逸、懊地利、勃牙利
　初犯三月以上再犯六月以上ノ有期自由刑　白耳義
　三月以上ノ有期自由刑　佛蘭西
　B　受刑期聞ヲ示シ若干年月以上ノ執行ヲ受ケタ者二限定ス
　　　ノレ例
　（1）　按分比例ヲ以テ之ヲ示ス例
　瑞西　各聯邦ヲ通ジテ事實上一年未満ノ囚入ト無期ノ囚人ト
ヲ除斥シ、受刑期間ノ制限二按分比例ヲ用フ。
Zuricむ，Sc五wi七z，Argovie，V訓dハ刑期三分ノニ
　Lucem　初犯刑期三分ノー・、累犯ハニ分ノー
Unterward　初犯刑期三分ノー、再犯ハニ分ノー、三犯以上
　　ハ四分ノ三
』Zu9，Solotumle刑期二分ノー
　Tessin　刑期四分ノ三
斑exico　普通獄、威化獄ハ刑期二分ノー、特別禁獄ハ三分、ノ
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Cro醐　　初犯ハ刑期二分ノー、累犯ノ・四分ノ三
Guatem乱la　長期十五年ノ囚人四分ノ三
葡萄牙　重罪囚刑期三分ノニ
（2）受刑期問ヲ明掲シテ之ヲ示ス例
Servia　懲役囚ハニ年、禁鋼囚ハー年ヲ経過シタル後
丁抹　七年囚ハ六年、八年囚ハ六年八月、十年囚ハ八年、十
　二年囚ハ九年、十六年囚ハ十年八月ヲ脛過シタル後
Br細1農事監ノ囚入残刑期問二年ヲ超エザル者
（3）按分比例ト受刑期問トヲ併セ掲グル例
佛蘭西刑期六月未満ノ囚人ハ三月以上、其ノ他ノ有期囚ハ
　刑期二分ノー以上経過シタル者
濁逸　長期ノ懲役禁鋸ノ囚人刑期四分ノ三拉二少クモー年ヲ
　経過シタル者
飼牙利　中問獄二在ル囚入、二年以上三年未満ノ徒刑ノ囚人、
　一年以上十年以下ノ懲役ノ囚人、其ノ他三年以上ノ自由刑
　ノ囚人ハ刑期四分ノ三、無期ノ囚入ハ十五年ヲ経過シタル
　者
填地利　一年以上ノ有期囚人ハ刑期四分ノ三、無期囚人ハ十
　五年ヲ経シタル者
和蘭　三年以上ノ有期囚入ノ・刑期四分ノ三、蛇二少クモ三年
　ノ執行ヲ受ケタル者
臼耳義、剛果　初犯者ハ刑期三分ノー虹二少クモ三月ノ執行
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累犯者ハ刑期三分ノニ拉二少クモ六月ノ執行ヲ受ケタノレ者
無期ノ囚人初犯ハ十年累犯ハ十四年ノ執行ヲ受ケタル者
伊太利　刑期四分ノ三虹二少クモ三年ノ執行ヲ受ケタ者
勃牙利　五年以上ノ懲役ノ囚人ハ苦役級ヨヲ選i撮役級二移サ
レタル者二限り、刑期四分ノ三拉二少クモニ年ノ執行、：五
年未満ノ懲役叉ハ禁鋼ノ囚人・＼刑期四分ノ三虹二少クモ
ー年ノ執行、無期懲役ノ囚入ハ十五年ノ執行ヲ受ケタル者
中華民國　有期徒刑ハ刑期二分ノー虹二少クモ三年、無期徒
刑ハ十年ノ執行ヲ受ケタル者
英國　獄則ノ結果、最初九個月ノ濁居拘禁期ヲ過ギ、次ノ書
問雑居就役期二在ル囚入ニシテ、刑期三分ノニ又ハニ分ノ
ーヲ経過シタル者、但シ其ノ期問ハ法律ノ直接二定ムル所
二非ズシテ、賞標給與二關スル規則カラ問接二來ルノデア
ノレ
帝國　現行法及ビ草案共二、有期ノ懲役又ハ禁鋼二付テハ刑
期三分ノー・、無期珊二付プハ十年ヲ経過シタル者
C　総評　假出獄ヲ適用スルコトヲ得ノレ自由刑ノ範園及ビ其
ノ短期ノ制限二關スル規定ノ、斯クマデ匪々二分裂スル理由
ハ果シテ奈里二存ズルカ、惟フニ刑ノ言渡又ハ執行ノ猶豫ト
云ヒ、假出獄及ピ後段二述ブペキ第百十條ノ豫防拘禁ト云ヒ、
共二刑事二於ケル封入策ニシテ、特二假出獄ト豫防拘禁トハ、
感化主義ノ封人策タルニ拘ラズ、各國ノ多年襲用シ來レル慮
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報主義、罪刑権衡主義ヲ、敢然トシテ排斥スルノ勇氣ヲ敏ク
ノ致ス所デアル、自由刑ノ執行ヲ受ケ、此ガ爲メニ先非ヲ悔
ヒ、眞二改俊シテ再犯ノ虞ナシト断定スルニハ、僅々三ケ月、
四ケ月ノ観察ヲ以入萬誤リナキヲ期スルハ困難、少クモ危
瞼ナルト同時㍉假令へ無期ノ囚人ト碓モ、十年問之ヲ観察
スルニ非ザレバ、之ヲ識ルコト能ハズト云フノ理由ナシ．況
ンヤ有期刑晶付キ、其ノ標準ヲ接分比例二依ツプ定ムル如キ、
全ク目的ヲ異ニスル爾主義ヲ混渚スルモノニ外ナラヌ、三隼
ノ囚人ハー年、六年ノ囚人ハニ年、九年ノ囚人ハ三年、十二
年ノ囚入ハ四年、十五年ノ囚入ハ五年、斯ノ如キ割合ヲ以テ
スノレニ非ザレバ、果シテ改俊シタノシヤ否ヤヲ知ルコト能ハザ
ノレカ、断シプ斯ノ如キ道理無シ、余ハ假出獄ハ之ヲー年以上
　　　　　　　　　　　　　　　O　O　Oしノ有期刑及ゼ無期刑二適用スルコトトナシ、一年未満ノ短期
鋼ニシプ特殊ノ情状アルニ因ソ、繹放スルヲ必要ト認ムル者
高付プハ、草案第九十二條拘留二關スル假出場ノ規定ヲ籏張
シ、無期刑二關スル十年ノ制限モ、之ヲ全塵スルヲ相當ナリ
ト信ズ、他ノー方二於テ草案第八十一條刑ノ言渡猶豫ノ規定
ヲ、一年未満ノ懲治以下ノ荊ニマデ籏張セバ、彼此相待チプ
道理アル覇人制度ノ確立ヲ見ルベキカ。
　　其十六　第十章　形ノ時敷及資格同復
時敷二關スル草案第九十三條以下ハ、現行法第三十一條以下
予大差無ク、叉多ク非難スベキ織有ラズト錐モ、其ノ規定ヲ編
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入スル法律ノ種類二付テー言シヨウ、刑事時敷ニハ公訴ノ時敷
ト刑ノ時敷トノご様アリ（皿ontene望oハ双方共之ヲ認メズ、露
西亜、英吉利？、磁mda，C認fornia其地合衆國ノ多藪・・、公訴
ノ時敷ヲ認メテ刑ノ時敷ヲ認メズ）、其ノ双方ヲ認ムル國二在リ
テモ、之ガ規定ヲ　第一種、双方ヲ刑訴法二編入スルモノ、第
1二種　公訴ノ時敷ヲ刑訴法二1刑ノ時敷ヲ刑法二編入スルモノ、
第三種　双方ヲ刑法二編入スルモノ、ノ三種アリ。
第一種ノ編纂ヲ探レルモノハ　佛蘭西、埃及、Ru－m勘ni乱、
土耳古。
第二種ノ編纂法ヲ探レルモノハ　自耳義、日本。
第三種ノ編纂法ヲ採レルモノハ　Swed6n・丁抹、濁逸、西班
牙、　牙利、葡萄牙、和蘭、伊太利、：Finland，：Bu1鍵ria，Norweg，
瑞西草案、Tess加，逞羅、民國、Mexico，（）aliforni乱，Salmdor，
Guatem＆la，Ho：nduras，Cos伽Ric乱，Emma，南米十州全部。
評論　第一種ノ例ヲ採ルモノノ理由トスル所二日フ、公訴ノ
提起及ビ實行ガ訴訟ノ關係二属スルニ因り、之ガ規定ヲ刑訴法
ノ中二編入セザル可ラザルハ固ヨレ、刑ノ執行ハ亦裁判ノ執行
ノー種二外ナラザルガ故二、之ガ規定モ亦刑訴法ノ中二置カザ
ル可カラズト、第二種ノ例ヲ探ルモノハ日ク、公訴ノ提起及ビ
實行ハ訴訟關係ナルガ故二、之ヲ刑訴法ノ中二置クヲ至當トス
ル壬、刑ノ時敷ハ刑法ガ其罪二科シタル刑ヲ、時ノ経過昌因り
執行ス可ラザルモノトナシ、法定刑罰ノ敷力ヲ制限スル規定ナ
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ノンガ故二、其ノ規定ハ刑法ノ中二置カザル可ラズト、第三種ノ
例ヲ探ルモノハ日フ、刑ノ時敷ノ規定ヲ刑法ノ中二置ク可キノ
理由ハ、第二種ノ見解二同ジ、但シ公訴ノ時敷モ亦同様ノ關係
ヲ認メザル可ラズ、時ノ経過二因り犯罪ノ謹明刑ノ適用ノ請求
ヲ爲スコトヲ得ザルユ至ルト定ムルハ、同ジク罪刑法定主義二
封スル制限ナラズヤ、之ヲ刑法ノ中二置クヲ當然トスト、以上
三種ノ見解中、帝國ト自耳義ノミノ探用スル第二種ノ例ハ、極
メテ近キ制度ヲ別種ノ法規二分置スルノ不便ヲ敢テスルノミナ
ラズ、論理ヲー貫セザルノ憾アリ、第一種力、寧・大々多薮ノ
例二從ヒ、第三種全部之ヲ刑法二規定スル主義二賛成ス。
　　　　　其十七　保安塵分
草案第九十八條ノ探用セントスル保安庭分ハ　豫防監護　酒
癖矯正　勢働留置　豫防拘禁ノ四種デアツプ、犬艦濁逸草案第『
八章ノ例二依ツテ居ル、此ノ類ノ規定ヲ刑法内二置クコトニ付h
キ、1926年5月28日　：Bamberg二開催サレタ猫逸刑法協會＝
：Deutsc：he　S七r挑frechtlic五e　Gesellsch誰ノ第一日ノ議題ノ第一ハ
矯正及ビ保安ノ庭分隷Massregeln　der　IBesseu・ng　u£d　Sicherung
及ゼ公共危害態度＝Gemeinse臨dlicl〕es　VerMtungト定メラレ、
之ガ報告者タルー敏授ノ提案、刑ト矯正及ビ保安ノ庭分トハ、
嚴二之ヲ’匿別スルコトヲ要ス、矯正及ゼ保安ノ方法ハ、刑法法
典カラ離シテ別ノ法律二之ヲ規定シ、叉矯正及ピ保安ノ言渡ハ、
刑事裁判官二属セシメズシプ非訟部判事ヲシテ取扱ハシメ、保
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安監置＝Sic：herungsverwaltung（我ガ草案二所謂豫防拘禁）ト飲
食店出入禁止トハ、之ヲ創除スベシ下略、　ト云ヘルニ封シ、討論
ノ末、『濁逸刑法協會ハ刑法改正草案ノ示ス如キ刑ト保安庭分ト
ノ混同二反封ス、故二協會ハ此ノ爾事項ヲ別個ノ法律二規定シ、
爾者ガ同時昌制定セラルルヲ適當ト認ム』トノ決議ヲ爲シタル
コトガアノレ、過渡期二於ケル當然ノ非難デハアルガ、直接刑法
上犯罪及ピ之ト同様ノ加害行爲ヲ豫防スルニ必要ナル規定ヲ、
刑法内昌編入スルモ何等ノ不都合ナク、寧・便利デアル、ノミ
ナラズ、刑ノ根本観念二封人、威化思想ヲ加味スル分量ノ多ク
ナレバナルホド、刑ト保安庭分ノ距離ハ近クナノレバカリデアノレ。
豫防監護　ハ　1，禁鋼以上ノ刑二該ル罪ヲ犯シタル心紳喪失
者叉ハ瘡唖者二封シ無罪叉ハ冤訴ノ言渡ヲ爲ス場合　2，既二
懲治以上ノ刑二庭セ』ラレタル心紳耗弱者叉ハ癌唖者二封シ前犯
ト同一又ハ類似ノ罪種二付キ刑ノ言渡ヲ爲ス場合（此ノ場合ニ
ハ刑ノ執行終了後引績キ之ヲ行フ〉、ノニ種ノ場合二於テ、公盆i
．上必要アリト認ムルトキハ之ヲ言渡シ、豫防監護所二牧容シテ、
適宜ノ治療其ノ他監護ノ爲メ必要ナル庭置ヲ爲スコトヲ以入
其ノ目的トスル制度デアル。（草第99條一第103條）
酒癖矯正　　1，飲酒ノ習癖アル者二封シ、酩酊二因り犯シタ
ル罪二付一年以下ノ懲治若クハ禁鋼叉ハ拘留ヲ言渡ス場合
2，叉ハ心紳喪失ヲ理由トシテ無罪叉ハ免訴ノ言渡ヲ爲ス場
合、二於テ、其ノ習癖ヲ矯正スルニ非ザレ逮再ピ罪ヲ犯ス虞ア
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リト認ムルトキハ、刑、無罪叉ハ菟訴ノ言渡ト共二、二年ヲ超
エザル期間、酒癖矯正所二牧容シ、此二必要ナル庭置ヲ爲スコ
トヲ目的トスル制度デアル。（草第104條一第106條）
努働留置　案文ヲ轄載スルニ止ム
第百七條　無節制又ハ勢働嫌忌二因り常習トシプ罪ヲ犯シタ
　ル者二野シー・年以下ノ懲治叉ハ拘留ヲ言渡ス場合二於テハ
　其ノ裁判ト共二勢働留置二付スル旨ノ言渡ヲ爲スコトヲ得
　勢働留置ノ執行ハ三年ヲ超ユルコトヲ得ズ
第百八條勢働留置二付セラレタル者ハ之ヲ勢働留置所二牧
　容シ勤勉ニシテ紀律アル習慣ヲ馴致スル爲必要ナル作業二
　就カシみ
　勢働留置所ノ長ハ勢働留置ヲシテ留置所外二滞在シ官公設
　叉ハ私設ノ工場、農場其ノ他ノ作業場二於ク就業セシムル
　コトヲ得　（第百九條略）
豫防拘禁草案
第百十條　懲治以上ノ刑ノ執行ノ終了二因リ繹放セラノレベキ
　者繹放後二於テ更二放火、殺人叉ハ強盗ヲ爲スノ虞アノンコ
　　　　　　　O　O　　O　O　　　O　O
　ト顯著ナルトキハ豫防拘禁二付スルコトヲ得
第百十一條　豫防拘禁二付セラレタル者ハ之ヲ豫防拘禁所二
　牧容シ改俊セシムル爲必要ナノレ庭置ヲ爲スベシ
第百十二條　豫防拘禁ノ執行二年ヲ超ユルノ必要アルトキハ
　　　　　　　　　oO　裁判所ノ許可ヲ受クベシ。（第113條略）
　O　O　O　O　O　O
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是レ帥チ前二述ベタ、煽逸刑法草案ノ所謂保安監置＝Sレ
che「ungsverw謡ung二相懸シ、濁逸刑法協會～・之ヲ削除スベシ
トノ決議ヲ爲シタレド、此ノ事タル余ガ今ヲ隔ツルコト三十三
年ノ明治二十七年以來、條件附ノ刑期延長ト名ケ、累犯減少ノ
ー策トシテ主唱シ來レル勝ト、全ク同趣旨ノ提案デアル、此ノ
論ハ止ター次同年ノ國家學會雑誌第89號二掲載シタノンノミデ、
嗣後ノ致科書墾考書二繰返シテナイヵラ、再ゼ之ヲ公ニスルコ
トトスノレ、日ク、
累犯者ノ増加スル療因ハ、固ヨリーニシテ足ラズト難モ、今
日ノ刑法上（1）刑期満ツレバ、改心ノ徴候無キ者モ、必ズ放菟
スルヲ要スルノ・中略、其厘因ノータルニ疑無シ、之ガ救濟ノ策ト
シテハ、（2）條件附刑期延長ノ法中略、ヲ現行法ノ中二披入スル
ヲ可トス。
　再三ノ刑晶懲リズ、累ネテ罪ヲ犯ス者アルハ、事實二徴シテ
明ナリ、試二監獄ノ在囚二就テ實験セヨ、十藪犯ノ肩書ヲ有シ
プ傍ホ改心ノ望ナキ者、一監獄二爾三入多キハ藪十人之ナキハ
ナシ、其ノ墾動ヲ見、或ハ其ノ言フ所ヲ聞クニ、暗二犯罪ノ外
己レノ探ルベキ業務ナキヲ信ズルノ歌蔽フ可ラズ、刑期満ッル
上ハ、現行ノ法規上巳ムヲ得ズ放免スノレモ、其實人ヲ涙シテ或
ハ良民ノ身膿生命ヲ、或ハ其ノ財産ヲ致損セシムルニ等シ、更
二罪ヲ犯スヲ待チテ費用ト手数トヲ費シ、獄二入レハ官費ノ衣
食住二、無償ノ朝タヲ途ラシムルノ状見戯二類ス。
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此ノ如キ累犯者アノレ所以ノーハ、性癖犯罪二傾ク者アル是ナ
リ、其ノ遺傳二因ル　組織其ノ他身膿ノ構造二因り、先天的二
有スル悪癖ナルカ、生來習得シタル慣例絡二性トナリシ、後天
的ノ悪癖ナノレカ、或ハ如何ナル手段ヲ施スモ、到底人力ヲ以テ
改良シ難キ、絶封的不治ノ犯人ナルカ、此等ノ鮎ハ今日ノ幼稚
ナノレ科學ノカヲ以入未タ判明二直別スル能ハズ、然リト錐モ、
薮同ノ刑苦ヲ意トセズ累ネテ罪ヲ犯スハ、明二其ノ關係的不治
ノ罪入タルヲ示スモノニ非ズヤ、先ノ刑ヲ加重スル如キ手段ニ
テハ．俊改復蛋ノ見込ナキ確謹ナルニ非ズヤ、如何ンゾ之二封
スル相當ノ庭分ナクッシテ可ナランヤ。
關係的不治ノ犯入タルガ故二、一方二於プハ、更二懲治ノ方
法アリヤ否ヤヲ研究セザル可ラズ、然レドモ是レ刑法ノ命令ヲ
以テスベキモノニアラズ、止タ刑法ノ範園内二於テ、政府事業
トシテ探ラザル可ラザル所ハ、此等ノ徒二再ゼ罪ヲ犯ス途ヲ失
　　　　　　　　　　　　○O　O　O　O　O　O　O　Oハシムル方法如何ヲ究ムルニアリ、幾世紀間ノ沿革ハ、學者ノ
O　O　O　O　O　O
　裡二迄、賠購ノ室想ヲ眞理ト思ハシメ、如何ナノン場合ト雛モ、
罪悪ノ程度ト刑苦ノ大小トハ、権衡ヲ保タザル可ラザルモノト
シ、場合二因テ、刑ハ人ヲ除クノ手段トシ、罪ヲ犯ス途ヲ失ハ
シムル手段トシ、懲改スル手段トスベキモノタルヲ観破セシメ
ザリシハ、實二遺憾ノ極ナラズヤ、關係的ニモセヨ既二不治ノ
徴候アル者二封シ、勿ホ初ト同一方法二依り、改心ヲ望ミ、復
善ヲ期ス、亦難キ哉。
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　累犯者ノ庭分二付キ、佛國千七百九十一年ノ刑法ハ、再犯ノ
赦ヲ以テ刑ヲ加重セス、刑ノ了レル後、島地二移ス規定ナリシ
ゴ、千八百二十七年二之ヲ腰シテ、刑ヲ加重スルコトトナリタ
リ、千八百八十五年五月二十七日ノ法律ヲ以テ、再ゼ千七百九
十一年ノ島地二移ス規定復活セリ、我國二於テハ遠洋二適當ナ
ル移民地ナシ、直二佛國ノ法ヲ摸ス克ハス、愛二於テ我輩ハ、
條件附二刑期ヲ延長スノレ法アリテ然ルベク思考ス。
　條倖附二刑期ヲ延長スノントハ、極メヲ累犯ヲ出シ易キコト例
ヘノ・詐欺取財叉ハ強窃盗ノ如キ罪ノ三犯（若クハ四犯五犯トス
ノレモ可ナリ）二至レル程ノ者ハ、之ガ有罪判決二附言シ『若シ
獄内二於テ獄則ヲ謹守シ十分二改俊シタルノ徴候ナキトキハ、
刑期満了ノ後ト錐モ、行政庭分ヲ以テ出獄ヲ禁シ相當ノ役業ヲ
強制スルコト』ノ言渡ヲ爲ス是レナリ、其ノ條件附ト欝スルハ、
犯人改俊ノ述アルヲ未必條件トシ、刑期満了ノ後放免スルト否
トヲ定ムノレモノナレバナリ。
　人或ハ日ハン、行政庭分ヲ以テ刑期ヲ延長スルヲ許スハ、行
政権ヲ以テ司法権ノ濁立ヲ害セシムルモノナリト、此ノ駁論取
ルニ足ラズ、其ノ條件附二延長シ得ルコト・・、裁判ヲ以テ言渡
スモノナルガ故二、司法権ノ濁立ヲ害セザルノミナラズ、此ノ
如キハ既二我刑法上假出獄（発幽閉假免監覗）二共ノ例アリ。
　叉日ハン、條件附二刑期ヲ延長スルトセバ、微細ノ罪ヲ犯シ
タルモノ数十年問獄二留メラルルニ至り、罪刑其ノ権衡ヲ失ス、
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ト、亦採ルニ足ラザノレ賠賠ノ室想ナリ、我輩ガ以テ條件附二刑
期ヲ延長セシメヨト云7モノハ、三犯四犯等累犯不治ノ徴アル
者タルヲ忘ル可テズ、帥チ改心ノ有無二論ナク刑期満了ノー事
ヲ以テ出獄セシムレノヘ復タ罪ヲ犯シ復タ獄二饒：ル虞アルヲ以
プ、之ヲ放免ス可ラズト云7ニアリ、此ノ場合ノ刑へ懲改手
段ヲ施スト同時二、渠等ノ罪ヲ犯ス途ヲ失ハシムル趣旨二出ヅ、
　　　　　　Q　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　O　Q　Q
隊洲諸國ノ如ク適當ナル遠洋殖民地アラ漣、我輩ト難モ、此ノ
如キ徒ハ本國ヲ去ラシムベシ、ト主張セン・但シ我國二在リテ
ノ・、島地ト錐モ本州二接近シ、島地二移シタルノ實ヲ墨グルコ
ト能ハザルヅ故二、獄内二留メ定役二就カシメ、以テ良民ノ問
二出没シ罪ヲ犯サシムルコトナキヲ期ス可シト云フノミ、論者
傍ホ賠賠主義正義論ヲ採テ、假令不治ノ徴アルモ、刑期満了ノ
當時放免ス可シト云ハヘ敢テ反問セン、賠購ノ主義ハ良民ノ
財産ヲ駿損セシミメヨト命ズルカ、正義ノ論ノ・良民ノ生命身膿
ヲ侵害セヨト命ズルカ、ト
叉日ハン、行政塵分ヲ以テ刑期ヲ延長スルコトヲ准ストキハ、
獄吏私情二拘束セラレ、或ル者ヲ不當二獄晶留ムル虞アラン、
ト、夫レ然り量夫レ然ランヤ、論者ノ云フ如キ危険アリトスル
モ、條件附延長ノ趣旨ト制度トノ不良ナルニ非ズシテ、之ヲ施
行スル者ノ曲ナルナリ・、且ツヤ假出獄（苑幽閉假免監覗等）何レ
モ行政庭分ヲ以テ之ヲ許否セシムト錐モ、論者ノ云フ如キ弊害
アリシヲ聞カザルノミナラズ、假二之レ有リトスレバ相當官吏
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巡見シ監督スル等、多クノ救濟策ノ在ルアリテ、實二此ノ制度
ヲ探用シタル上二推考スベキ第二級ノ問題二過ギズ。
　又日ハン、我刑法ニハ既二假出獄ノ制度アリ、若シ累犯者ヲ
永ク獄二留メ改俊ノ述無ケレ・“出獄セシメザルヲ可トセバ、初
メヨリ長期ノ自由刑ヲ宣告シ、其ノ改俊ノ状アルニ及ゼテ出獄
セシムレバ可ナリト、之二反封スベキ理由ニアリ、1・始ヨリ長
期ノ自由刑ヲ科セラレ假出獄ヲ與ヘラノレル希望ヨリモ、寧ロ初
メ短期ノ自由刑ヲ受ケ、改俊セザレ陣出獄スル能ハザル虞アル
方ガ、自i新ノ途二就キ易カラン、2・然レドモ條件附ノ延長ノ制
度ハ、改俊ノ望少キ者二適用セント欲スルモノナリ、其ノ改俊
ノ望ナキハ、止タ累犯ノ故二以テ推定シタルニ過ギザルヲ以テ、
初ヨリ長期ノ刑ヲ言渡スハ、少シク早計二矢スルヤモ計ノレ可ラ
ズ、從テ先ヅ短期ノ刑ヲ言渡シ、司獄官二行状ヲ實験セシメ、
然ノレ上ニテ延長セシムルモ遅シトセズ、司獄官ハ賞二行状ヲ硯
察シ改心ノ有無ヲ鑑定シ得ルナリ、試二統計表ヲ緩ケ、放免ノ
際改心ノ状ナキ者若干ト其ノ藪ヲ示セリ、少クモー部分ハ事實
ナラズトセンヤ◎
叉日ハン、累犯者ヲ永ク監獄二止ムルトセノヘ年々歳々其ノ
数増加シ、到ル所ノ監獄狡険ヲ告ケ、絡二之ヲ入ルル所ナキニ
至ラン、ト、若シ其ノ言ノ如ク累犯者増加シ獄中二充満スル虞
アラノヘイヨイヨ之二特別ノ庭分法アルヲ要スル謹擦ナラズヤ、
監獄二費用ヲ要スルハ末ナリ、犯罪ヲ未登二防ギ良民ヲ保護ス
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ルハ本ナリ、監獄狡キガ故二有害危瞼ノ徒ヲ放菟シ民問二遣ル
ベシトハ、本未ヲ轄倒シタル謬見ニシテ探ルニ足ラズ、加之四
犯五犯以上ニモ及ブ者ノ歎ハ、一年前後ノ自由刑二相當スル初
犯者ヨリ其ノ藪少シ、若シ我輩ノ言フ如ク、一方二於テ短期ノ
自由刑二相當スル初犯者二勢シ、揚合二因り執行ヲ猶豫スルノ
制度ヲ探用セバ（注意。本論ヲ公ニシタル明治二十七年頃ニハ
此ノ執行猶豫制二付テモ、鴛々タル反封論ガアッタ）、敢テ監獄
ノ増築ヲ必要トスルニ至ラザラン。
要スルニ累犯者ノ塵分法トシテ、且ツ我現行法（奮刑法）第二
編以下ノ刑期ヲi攣更セズ、総則ノ中二挿入シ得ル方法トシテ、
此ノ如キ條件附刑期延長ノ法ヲ提出シタル所以ノモノハ、全’ク
先輩ノ叱正ト當局ノー考ヲ希望スルノ情二堪ヘザルガ爲ナリ、
未ダ諸外國二其ノ例無キト、折衷主義ノ室想世上二横ハル問ニ
ヘ多クノ反封論ヲ生ズルコト火ヲ賭ルヨリ明ナリト錐モ、愛
二局ヲ結ブユ臨ミテ更二一言スベキモノアリ。
我輩ノ愛二主唱ヲ試ミント欲スル條件附刑期延長ノ制ト、別
二述ブル條件附猶豫（執行猶豫）ノ制トヲ併用スルトキハ、現時
米國二試験中ナノレ、不定期刑ノ主義ト稽同一・二蹄ス可シ、叉我
朋治五年ノ第一監獄則構造第十條懲治監ノ項二、二十歳以下ノ
者二限リテ、恰モ條件附刑期延長二等シキ制ヲ設ケントセリ、
以テ我輩ノ愛二述ブル所ノ思想ハ、全ク其ノ例無シトスベ：カラ
ザルヲ知ル可シ、假出獄ノ制ハ英國ノ實験ヲ経、條件附裁判（佛
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白、軌行猶豫）ノ法ハ亦米英ノ主唱ト養生ヲ経テ後二十年叉ハ
三十年ノ後歓洲大陸二傳播シ、一ハ途二我刑法ノ中二傳ハリ、
條件附裁判ノ制亦我國∋傳來スルノ日遠カラザラン（此ノ言ヲ
爲シタルハ明治二十七年、執行猶豫法ハ明治三十八年法第十七
號二依り施行）、條件附刑期延長ガ、少クモ不定期刑ノ法モ、亦
二三十年ノ後ユハ、我國二納レラノレルコトナキヲ保センヤ（不
定期刑ノ法ハ大正十二年施行法第四二號少年法第八條二依り探
用）（條件附刑期延長ト同趣旨ノ豫防輩置ハ三十三年後草案二其
ノ芽ヲ登シカケタ）、改俊スレバ假二出獄ヲ許ス規定アリナガ
ラ、改俊セザレバ出獄ヲ停止スル法無キヲ怪マザラント欲スル
モ能ハザノレナリ。
叙上ノ持論ヨリスレノ㊦、草案第百十條ガ之ヲ放火、殺人叉ハ
強盗畠限ラントスルノ狡キニ矢スルコトヲ断言セザルヲ得ナ
ィ。　　　　　　　　　　　　　（完）
